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～  は じ め に  ～  

 

 本 事 業 で あ る 「 W ome n Ce nte re d  C ar e を 学 ぶ ： 女 性 依 存 症 者 に 特 化 し

た 全 国 支 援 者 研 修 」は ，令 和 元 年（ 2019 年 ）度 か ら 開 催 し ，令 和 ４（ 2022 ）

年 度 は そ の 第 四 回 目 の シ リ ー ズ と な る 。 今 年 度 も ， 厚 生 労 働 省 に お け る

「 令 和 ４ 年 度 依 存 症 民 間 団 体 支 援 事 業 費 補 助 金 」 の 交 付 を 受 け ， 約 ３ 年

ぶ り と な る 宿 泊 を 伴 う 対 面 研 修 と 一 部 の 講 座 を オ ン ラ イ ン（ LIV E ）配 信

す る ハ イ ブ リ ッ ド 型 で 開 催 し た 。 会 場 は ， 特 定 非 営 利 活 動 法 人 三 重 ダ ル

ク が 昨 年 度 か ら 運 営 し て い る 三 重 県 志 摩 市 に あ る 「 Sh i ma Eme r gen ce  

LABO ( 以 下：志 摩 L ABO) 」を 利 用 さ せ て い た だ い た 。「 志 摩 L ABO 」は ，

自 然 豊 か な 静 か な 環 境 の 中 に あ り ， 普 段 か ら さ ま ざ ま な 課 題 を 抱 え た

方 々 ，地 域 の 人 々 の た め の フ レ キ シ ブ ル な 交 流 ス ペ ー ス と し て 利 用 さ れ ，

宿 泊 お よ び 研 修 機 能 も 兼 ね 備 え た 施 設 で あ る 。 こ の 度 は ， 三 重 ダ ル ク の

ス タ ッ フ の 皆 さ ま の 多 大 な ご 協 力 の お か げ で ， 癒 さ れ る 充 実 し た 環 境 の

中 で 開 催 で き た こ と を 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ た い 。  

 

さ て ， 本 事 業 を 企 画 し て き た 背 景 に つ い て は ， 今 ま で の 報 告 書 で も 掲

載 し て き た と お り ， 本 シ リ ー ズ に お い て も 大 き く 変 わ り は な い が ， 改 め

て 述 べ て お き た い 。  

第 一 に ， 国 の 依 存 症 対 策 全 国 拠 点 機 関 設 置 運 営 事 業 の 一 環 と し て 多 く

の 研 修 が 全 国 的 に 開 催 さ れ て い る が ， そ の 内 容 は 標 準 的 な 疾 患 理 解 と 治

療 の 概 説 が 中 心 で ， 女 性 特 有 の 困 難 さ に 着 目 し た も の で は な い こ と 。 特

に 女 性 依 存 症 者 を 取 り 巻 く 環 境 が ， 彼 女 た ち の 発 症 か ら 支 援 に 大 き な 影

響 を 与 え る こ と か ら ， そ の 相 互 作 用 に 注 目 す る 必 要 が あ る の だ が 十 分 で

は な い と 感 じ ら れ る 。  

第 二 に ， 女 性 依 存 症 者 を 支 援 す る 援 助 者 は 多 く の 課 題 と 直 面 し な が ら ，

そ れ ぞ れ の 領 域 ま た は 地 域 で ， 個 別 に 奮 闘 し て い る 現 状 が あ る こ と 。 よ

り 有 機 的 連 携 の た め に お 互 い の 存 在 を 知 り ， 共 通 す る 援 助 課 題 へ の 気 づ

き や 理 解 の 促 進 が 必 要 と 考 え た 。  

以 上 の よ う な 現 状 認 識 で こ れ ま で 三 回 の 研 修 を 企 画 し て き た が ， 四 回
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目 と な る 本 研 修 で は ， ① 女 性 依 存 症 者 が 独 自 に 抱 え る 困 難 性 に 焦 点 化 し

た 体 験 型 ・ 実 践 型 の 研 修 と す る こ と ， ② 依 存 症 の み な ら ず 複 合 的 な 生 活

課 題 を 抱 え る た め ， 関 わ る 援 助 者 も 疲 弊 し や す い 。 全 国 に 点 在 す る 機 関

と 個 人 が 連 携 し ， 学 び 合 う 機 会 を 設 け て ， 支 援 者 間 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構

築 す る こ と を コ ン セ プ ト に 開 催 し て い る 。  

前 述 し た よ う に ， 今 回 は 3 年 ぶ り の 対 面 研 修 と い う こ と で ， 開 催 前 は

ど の よ う な 雰 囲 気 に な る か 運 営 側 と し て も 不 安 が あ り ， ま た 参 加 者 も は

じ め は 緊 張 さ れ て い た 様 子 で あ っ た が ， 徐 々 に 参 加 者 同 士 ， 参 加 者 と 講

師 の 交 流 が 始 ま り ， 今 ま で の 時 間 を 取 り 戻 す か の よ う に 思 い の ま ま に 会

話 さ れ て い る 姿 が と て も 印 象 的 で あ っ た 。 改 め て 「 オ ン ラ イ ン 」 に は な

い 「 対 面 研 修 」 の 良 さ を 感 じ る 時 間 と な っ た 。 一 方 ， オ ン ラ イ ン で 参 加

さ れ た 方 か ら は ， 会 場 の 熱 気 や 臨 場 感 を 感 じ た と と も に ， 会 場 と の 一 体

感 も 得 ら れ た と い う 感 想 を 多 く 頂 戴 し ， 全 参 加 者 に と っ て 満 足 度 の 高 い

研 修 を 実 施 す る こ と が で き た と 実 感 し て い る 。  

 

 本 報 告 書 で は ， 講 義 な ど で 使 用 さ れ た 講 義 ス ラ イ ド を 一 部 掲 載 し ， そ

の 概 要 に つ い て 述 べ て い く 。 一 部 の 講 座 で ， 体 験 型 ・ 実 践 型 を 意 識 し た

研 修 内 容 と し た た め ， 文 章 か ら は 伝 わ り に く い こ と も あ る と 思 う が ， 参

加 者 の ア ン ケ ー ト と 合 わ せ て ご 覧 い た だ く こ と で ， 少 し で も 本 研 修 の 雰

囲 気 を 感 じ て い た だ け た ら 幸 い で あ る 。 加 え て ， 様 々 な 分 野 で 活 躍 さ れ

て い る ６ 名 の 参 加 者 に 各 々 の 立 場 を 踏 ま え た 感 想 を い た だ い た 。 各 講 座

の 報 告 に 合 わ せ て 是 非 ご 覧 い た だ き た い 。  

 

 最 後 に ， 今 年 度 も 本 事 業 を 実 施 す る に あ た り ， 三 重 ダ ル ク の 皆 さ ま を

は じ め に 多 く の 関 係 者 に ご 協 力 い た だ い た お か げ で ， 大 変 有 意 義 な 機 会

を 設 け る こ と が で き た 。 こ の 場 を 借 り て 感 謝 申 し 上 げ た い 。  

 

令 和 ５ 年 ３ 月  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー  
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令 和 ４ （ 2022） 年 度  厚 生 労 働 省 依 存 症 民 間 団 体 支 援 事 業  

“Women Centered Care”  

女 性 依 存 症 者 に 特 化 し た 全 国 支 援 者 研 修  

in 志 摩 LABO 

 

主   催 ： 特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー （ 北 海 道 札 幌 市 ）  

 

協 力 団 体 ： 特 定 非 営 利 活 動 法 人 三 重 ダ ル ク （ 三 重 県 津 市 ， 志 摩 市 ）  

 

目 的 ： ア ル コ ー ル ・ 薬 物 ・ ギ ャ ン ブ ル 等 依 存 症 の 女 性 を 支 援 す る 全 国 の

依 存 症 社 会 復 帰 支 援 施 設 職 員 や 医 療 従 事 者 ， 行 政 機 関 職 員 を 主 な

対 象 と し ， 多 岐 に わ た る 依 存 症 お よ び 重 複 す る 生 活 障 害 の 基 本 的

理 解 と 女 性 特 有 の 困 難 性 （ 暴 力 被 害 や 劣 位 な 条 件 を 背 景 に し た 貧

困 ，子 の 養 育 を め ぐ る 困 難 等 ）に 配 慮 し た 援 助 の あ り 方 に 関 し て ，

「 宿 泊 を 伴 う 対 面 研 修 と オ ン ラ イ ン に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 型 の 研 修 」

を 実 施 。  

本 研 修 は シ リ ー ズ 第 ４ 弾 と な る が ， 以 下 の ２ 点 を 目 的 と す る 。  

 

①「 依 存 症 発 症 ま で の 期 間 が 短 い 」「 抑 う つ 状 態 や 摂 食 症 な ど 他 の  

精 神 的 不 調 が 併 存 し て い る 場 合 が 多 い 」「 配 偶 者 や 交 際 相 手 な ど  

親 密 な 関 係 に お け る 暴 力 等 の 課 題 を 抱 え る 」「 子 供 の 養 育 に 際 し  

て 孤 立 し や す い 」 な ど ， 女 性 依 存 症 者 が 独 自 に 抱 え る 困 難 性 に

焦 点 化 し た 体 験 型 ・ 実 践 型 の 研 修 と す る 。  

 

② 依 存 症 の み な ら ず 複 合 的 な 生 活 課 題 を 抱 え る た め ， 関 わ る 援 助  

者 も 疲 弊 し や す い 。 全 国 に 点 在 す る 機 関 と 個 人 が 連 携 し ， 学 び  

合 う 機 会 を 設 け て ， 支 援 者 間 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 。  
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研 修 期 間 ： 2022 年 1 0 月 22 日 （ 土 ） ～ 2 02 2 年 10 月 23 日 （ 日 ）  

   

会   場 ： Sh im a E mer ge nce  L ABO ( 志 摩 LABO)  ＋  オ ン ラ イ ン  

〒 517-0502  三 重 県 志 摩 市 阿 児 町 神 明 中 田 878-47   

URL   h t tp s : / /m ie d arc . com /l ab o/  

 

参 加 者 数 ： ① ： 対 面 ＋ 志 摩 L ABO 宿 泊   ： 19 名  

     ② ： 対 面 の み    ：  2 名  

③ ： オ ン ラ イ ン    ： 20 名  

 

実 施 方 法 ：  

● 宿 泊 を 伴 う 対 面 研 修 と オ ン ラ イ ン に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 型  

  ● オ ン ラ イ ン で 使 用 し た プ ロ グ ラ ム は ， ZOOM ミ ー テ ィ ン グ  

  ● 参 加 申 込 は ， イ ベ ン ト 管 理 シ ス テ ム 「 Peat ix 」 を 使 用   

 

研 修 概 要 ：  

● 全 ５ 講 座 （ 講 義 ＋ 体 験 ＋ グ ル ー プ ワ ー ク ）  

● 各 講 座 の テ ー マ は ， 研 修 日 程 表 P6 を 参 照 。  

  ● 研 修 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト は ， 特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー 代 表   

大 嶋 栄 子 が 務 め た 。  

 

 

 

 

 

 

   

                      会 場 ： 志 摩 LABO  
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研 修 日 程 表 

 

日時 研修内容など 講師（敬称略） 

2022 年 

10 月 22 日(土) 

13：15～14：00 

【対面＋オンラインライブ配信】 

オリエンテーション 

ウエルカムミーティング 

〇上岡 陽江 

(NPO 法人ダルク女性ハウス代表

／東京) 

〇事務局 

2022 年 

10 月 22 日(土) 

14：00～17：00 

【対面＋オンラインライブ配信】 

講義とグループワーク 

「Women Centered Care とはなにか」 

〇古藤 吾郎 

（薬物政策アドボカシーネットワ

ーク事務局長／ハームリダクショ

ン東京共同代表／東京） 

＜ゲストスピーカー＞ 

〇五十公野 理恵子 

（NPO 法人ダルク女性ハウス／

東京） 

2022 年 

10 月 22 日(土) 

17：30～19：30 

【対面のみ】 

体験型ワークショップ① 

「食とリカバリー」＆夕食 

〇大嶋 栄子 

(NPO 法人リカバリー代表／札幌) 

2022 年 

10 月 22 日(土) 

20：00～21：00 

【対面のみ】 

体験型ワークショップ② 

「ソマティクス」 

〇平澤 昌子 

(ハンナ・ソマティクス・エヂュケ

イター／公認心理師／臨床心理士

／札幌) 

2022 年 

10 月 23 日（日） 

9：00～11：30 

【対面＋オンラインライブ配信】 

講義と質疑応答 

「発達障害の特性を持つ 

女性依存症者への援助」 

〇綾屋 紗月  

（東京大学先端科学技術研究セン

ター当事者研究分野 特任講師） 

2022 年 

10 月 23 日（日） 

13：00～15：30 

【対面＋オンラインライブ配信】 

当事者研究ワークショップ 

「私たちの困りごとを研究する」 

    ＋ クロージングミーティング 

〇上岡 陽江 

(NPO 法人ダルク女性ハウス代表

／東京) 

〇大嶋 栄子 

(NPO 法人リカバリー代表／札幌) 
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講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク ：           

「 Women Centered  Care と は な に か 」  

 

日 本 薬 物 政 策 ア ド ボ カ シ ー ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 長  

／ ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 東 京 共 同 代 表  

古 藤  吾 郎  

＜ ゲ ス ト ス ピ ー カ ー ＞  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス  

五 十 公 野  理 恵 子  

 

本 講 座 で は ，「 Wome n  C ent er e d  Ca re と は な に か 」 を テ ー マ に ， 前 半

は 講 師 で あ る 古 藤 氏 か ら「 女 性 薬 物 使 用 者 の 支 援 の 現 状 」や「 な ぜ Wom en 

Cent er e d  Ca r e の 視 点 が 必 要 か 」を 今 ま で の 実 践 を 踏 ま え て 説 明 が あ り ，

こ の テ ー マ に つ い て 考 え る 話 題 を 提 供 し て 下 さ っ た 。 後 半 は ゲ ス ト ス ピ

ー カ ー の 五 十 公 野 氏 か ら ， ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス に お け る 具 体 的 な 実 践 に つ

い て 自 身 の 経 験 も 交 え て お 話 い た だ い た 。 ま た ， 前 半 と 後 半 の 終 わ り に

は ， グ ル ー プ ワ ー ク を 行 い ， そ の 後 会 場 全 体 で 意 見 や 考 え ， 思 い な ど を

分 か ち 合 っ た 。  

な お ， 本 講 座 で は テ ー マ を 考 え て い く に あ た っ て わ か り や す く 捉 え る

た め に ， 男 性 と 女 性 を 二 項 対 立 （ 二 者 択 一 ） 的 に 表 現 す る こ と が あ っ た

が ， 現 代 に お い て は 性 の 多 様 性 の 理 解 が 進 ん で い る こ と に つ い て も 説 明

さ れ て い た 。 本 報 告 書 に お い て も ， 同 様 な 文 章 表 現 に な っ て い る こ と を

ご 留 意 願 い た い 。  

 

「 ジ ェ ン ダ ー 不 平 等 を 背 景 に 多 く の 女 性 は 困 難 や 被 害 に 直 面 し て い

る が ， 社 会 に は な か な か SOS を 発 信 で き な い 状 況 が あ る 。」  

 

 ま ず ， は じ め に 女 性 薬 物 使 用 者 の 現 状 に つ い て 説 明 が あ っ た 。 国 連 薬

物・犯 罪 事 務 所 の レ ポ ー ト に よ る と ，「 男 性 の ほ う が 薬 物 を 使 用 す る 割 合

が 高 い が ， 女 性 の ほ う が 男 性 よ り 薬 物 の 使 用 頻 度 の 増 加 が 早 く ， 依 存 症
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に な る の も 早 い 」ま た ，「 女 性 は 幼 少 期 の 虐 待 や 性 暴 力 被 害 な ど に よ っ て ，

PTS D と 診 断 さ れ る 可 能 性 が 男 性 よ り ２ ～ ３ 倍 高 い 」 と の こ と で あ る 。

さ ま ざ ま な 社 会 的 な 理 由  【 ス ラ イ ド １ － １ 】  

や ジ ェ ン ダ ー 不 平 等 を 背  

景 に ，  女 性 は 多 く の 困 難  

や 被 害 に 直 面 し て い る 現  

状 が あ る （ ス ラ イ ド １ － １ ）。   

こ の こ と を 踏 ま え て ，  

近 年 ， 女 性 の 当 事 者 た ち   

の 声 が 社 会 に 届 く よ う に  

な り ， 薬 物 政 策 自 体 が 男  

性 中 心 と な っ て い る こ と  

も あ っ て ， 国 際 的 に は 薬  

物 政 策 に ジ ェ ン ダ ー 平 等  

を 求 め る 動 き が 起 き て お  

り ， 徐 々 に 「 Wo me n  Ce nte re d  C ar e 」 と い っ た 視 点 が デ ザ イ ン さ れ た 支

援 に つ い て 言 及 さ れ る よ う に な っ て き た と 説 明 が あ っ た 。  

  

【 ス ラ イ ド １ － ２ 】         

次 に ， 講 師 で あ る 古 藤 さ ん 自 身 の

活 動 （ ス ラ イ ド １ － ２ ） の 中 で ，

「 Wome n  C ente r ed  Ca re 」 が ど の よ

う に 結 び つ い て い る か お 話 が あ っ た 。

ク ラ イ エ ン ト と 関 わ る 中 で ， い た る

と こ ろ に ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス を 感 じ

る こ と が あ り ， ま た 一 方 で 古 藤 氏 自

身 も ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス の 影 響 を 受

け な が ら 支 援 を し て い る と 実 感 し て

い る と い う 。  
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「 ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 東 京（ ※ ）」に お け る 実 践 報 告（ ス ラ イ ド １ － ３ ）

の 際 に は ， 具 体 的 に 「 Wome n  C ent er ed  Ca re 」 を 行 っ て い る と は 言 え な

い が ，「 Wom en  C ent er ed  Ca re 」の 視 点 で 捉 え る こ と に よ っ て ，ク ラ イ エ

ン ト の 背 景 に 何 が 起 き て い る か ， ま た 自 分 自 身 の ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス を

確 認 す る こ と が で き る と 述 べ ら れ て い る 。  

 ※ 「 SNS 空 間 へ の ア ウ ト リ ー チ ×ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 」 と い う ア プ ロ  

ー チ 方 法 を 取 り ， チ ャ ッ ト サ ー ビ ス ， 啓 発 ・ 広 報 活 動 ， 人 材 育 成  

を 行 っ て い る 。「 SN S だ か ら こ そ の 安 心 ・ 安 全 」「 こ の 空 間 を 大 切  

に し た い ・ 踏 み 荒 ら し て は い け な い 」「 使 う こ と を 話 せ る 場 」「 健  

康 や 暮 ら し に 役 立 つ 」 を コ ン セ プ ト に 活 動 し 伴 走 支 援 を 行 っ て い  

る （ ス ラ イ ド １ － ４ ）。  

 

【 ス ラ イ ド １ － ３ 】  
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【 ス ラ イ ド １ － ４ 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 男 性 た ち に 関 わ る た め に ， 女 性 の 被 害 者 支 援 ，  

Women Cente red  Care の 視 点 が 必 要 だ っ た 。」  

 

 「 DV 加 害 者 教 育 プ ロ グ ラ ム 」で は ，フ ァ シ リ テ ー タ ー の 条 件 と し て ，

女 性 の 被 害 者 支 援 の 経 験 が 必 須 で あ り ，男 性 参 加 者 に 対 し て は ，「 あ な た

の 向 こ う に い る 被 害 者（ 女 性 や 子 ど も ）の 支 援 の 一 環 と し て 行 っ て い る 。」

と 説 明 す る と の こ と で あ る 。 一 方 ，「 男 性 の た め の D V 電 話 相 談 」 で は ，

支 援 者 の 条 件 と し て ， D V 加 害 男 性 に 関 わ っ て い た こ と が 求 め ら れ た と

い う 。 両 者 に 共 通 す る こ と と し て ， 夫 の 被 害 者 意 識 で 「 妻 が 悪 い か ら 暴

力 を ふ る っ た ／ 妻 こ そ D V 加 害 者 だ 」 と い う 文 脈 で 話 さ れ る こ と が 多 い

こ と を 挙 げ ら れ た 。 そ の 背 景 に は ， 男 性 が 優 位 な 立 場 に い る ， 有 意 な 立

場 に い な い と い け な い と い っ た ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス が 見 え 隠 れ し て お り ，

そ の 点 に つ い て ど の よ う に 伝 え て い く か 丁 寧 な 対 応 が 必 要 で あ る と 述 べ

ら れ て い た 。   
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 後 半 で は ，「 Wome n C ent er ed  C ar e 」 の 理 解 を 深 め る た め に ， ゲ ス ト

ス ピ ー カ ー の 五 十 公 野 氏 か ら ， ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス に 通 っ て い る メ ン バ ー

に イ ン タ ビ ュ ー し た 内 容 の 報 告 や 具 体 的 な 実 践 に つ い て 自 身 の 経 験 も 交

え て お 話 い た だ い た 。  

 

「 薬 を や め た ほ う が 良 い と わ か っ て い た が ，  

 や め る と 死 ん で し ま う か ら 使 っ て い た 。」  

 

 ま ず ， は じ め に ダ ル ク 女 性 ハ  【 ス ラ イ ド １ － ５ 】  

ウ ス に は ど の よ う な 困 難 を 抱 え  

て い る 方 々 が 通 っ て い る か 報 告  

さ れ た （ ス ラ イ ド １ － ５ ）。  

通 っ て い る メ ン バ ー に な ぜ 薬   

が 必 要 で あ っ た か （ ス ラ イ ド １  

－ ６ ） イ ン タ ビ ュ ー を し た と こ  

ろ ， 特 に 親 や 近 親 者 か ら 暴 力 を  

受 け て き た 女 性 は ， 頼 り 方 が わ  

か ら な い ， 信 頼 関 係 を 結 べ な い  

自 分 は ダ メ だ と あ き ら め て し ま  【 ス ラ イ ド １ － ６ 】  

う と 話 さ れ て お り ， 相 談 相 手 が  

周 り に い な い ， ど う 対 処 し た ら  

よ い か わ か ら な い 状 況 に い た と  

の こ と で あ る 。 ま た ， 育 児 中 の  

女 性 は 相 談 す る こ と で 通 報 さ れ   

る こ と を 恐 れ た り ， 世 の 中 の 子  

育 て 本 は キ ラ キ ラ し す ぎ て い て  

み じ め な 気 持 ち に な り 自 分 を 責  

め て 社 会 か ら 孤 立 し て い っ た こ  

と を 語 ら れ て い る 。 我 が 国 は ， 厳 罰 主 義 で 社 会 の 偏 見 も あ っ て ， な か な

か SOS を 出 せ な い 女 性 が 多 い 。社 会 全 体 が ，薬 物 使 用 に つ い て 健 康 と 福



13 

 

祉 の 問 題 で あ る と 捉 え る よ う に な る と ， 治 療 に つ な が り や す く な る の で

は な い か と 述 べ ら れ て い る 。  

【 ス ラ イ ド １ － ７ 】          

そ し て ， や め た 後 の 困 り ご と （ ス

ラ イ ド １ － ７ ） に つ い て ， 日 々 の

生 活 の 小 さ な 問 題 の 蓄 積 ， 小 さ な

フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク ， 受 刑 歴 の あ る

方 は 拘 禁 反 応 ， セ ル フ ス テ ィ グ マ

（ 母 な の に 犯 罪 者 ， ダ メ な 母 な ど ）

な ど さ ま ざ ま な こ と で 苦 労 を 抱

え て い る こ と が 説 明 さ れ た 。 こ の  

よ う に 苦 労 を 抱 え る メ ン バ ー 達  

が 望 ん で い る 支 援 内 容（「 Wom en  Ce nte r ed  C a re 」の 視 点 に 基 づ い た 具 体

的 な 支 援 ） や 支 援 を 受 け て 良 か っ た こ と に つ い て は ， ス ラ イ ド １ － ８ ～

１ － １ ０ に ま と め ら れ て い る 。  

【 ス ラ イ ド １ － ８ ～ １ － １ ０ 】  
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 さ い ご に （ ス ラ イ ド １ － １ １ ）， 五 十 公 野 氏 は 「 メ ン バ ー を 批 判 せ ず ，

敬 意 を 示 し ， SOS を 出 し て も 恥 を か か な い ， で き な い 自 分 を 出 せ る ， 失

敗 談 を 話 せ る 場 所 を 作 っ て い き た い 。」「 生 き 延 び て ほ し い の で ， 社 会 か

ら 孤 立 し な い よ う に ゆ る く 長 く つ な が っ て い た い 。」「 日 々 の 生 活 を 支 え ，

困 り ご と に 丁 寧 に 付 き 合 い た い 。」「 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス に は ， 回 復 モ デ ル

が あ る が ， 特 別 な こ と を し て い る 訳 で は な く ， 安 心 ・ 安 全 ・ 健 康 を 意 識

し て 一 緒 に 歩 い て い き た い 」「 少 し で も 偏 見 や 差 別 が な く な り ，相 談 し や

す い 社 会 に な っ て ほ し い 。」 と 述 べ ら れ た 。  

【 ス ラ イ ド １ － １ １ 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グ ル ー プ ワ ー ク で は ，【 ワ ー ク ① ： 身 近 に あ っ た ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス 】

【 ワ ー ク ② ：「 Wome n Ce nte re d  C ar e 」 の 強 み ・ 悩 み 】 を テ ー マ に 1 グ ル

ー プ ６ ～ ７ 人 ほ ど に 分 か れ て ， 分 か ち 合 い を 行 っ た 。 本 報 告 書 で は 詳 細

を 割 愛 す る が ， 声 を あ げ て 笑 い な が ら 笑 顔 を 見 せ て ， 自 身 の 経 験 談 や 考

え ， 思 い を 話 さ れ て い る こ と が 印 象 的 で あ っ た 。  
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体 験 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ ① ：  

「 食 と リ カ バ リ ー ＆ 夕 食 」  

 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー 代 表  

大 嶋  栄 子  

 

本 講 座 は ，「 食 」が 快 復 に ど の よ う な 意 味 を も ち ，効 果 を も た ら す か に

つ い て ， 参 加 者 自 身 が 体 験 し な が ら さ ま ざ ま な 視 点 か ら 改 め て 考 え 感 じ

て い く こ と を 目 的 に 企 画 さ れ た ワ ー ク シ ョ ッ プ で あ る 。  

は じ め に 講 師 の 大 嶋 氏 よ り 「 食 と リ カ バ リ ー 」 に つ い て の 短 い 講 義 が

行 わ れ ， そ の 後 ， 参 加 者 全 員 が メ ニ ュ ー ご と の グ ル ー プ に 分 か れ 食 事 づ

く り を 行 い ， 夕 食 の 時 間 を 迎 え た 。  

 

「 食 べ る こ と は ケ ア と つ な が る 」  

 

 大 嶋 氏 が 運 営 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー（ 以 下 ，リ カ バ リ ー ）

で は ，開 設 当 初 か ら「 食 べ る こ と 」を 大 切 に し て き た（ ス ラ イ ド ２ － １ ）。  

 女 性 依 存 症 者 た ち が さ ま ざ ま な 困 難 を 抱 え て い る な か を 生 き て い こ う

と す る と 「 食 べ る こ と 」 は 簡 単 に 置 き 去 り に さ れ て し ま う 。 そ の た め ，

大 嶋 氏 は ， ま ず は 「 食 べ る こ と 」 か ら 始 め る こ と に し た と 語 る 。  

大 嶋 氏 の 経 験 か  【 ス ラ イ ド ２ － １ 】  

ら 「 食 べ る こ と 」  

が 落 ち 着 い て く る  

と 少 し ず つ 物 事 を  

考 え ら れ る よ う に  

な り ， 身 体 も 次 第  

に 落 ち 着 き を み せ  

る と い う 。  
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次 に ， 女 性 依 存 症 者 た ち が も つ 食 の 記 憶 は ， そ の 人 が 生 き て き た ス ト

ー リ ー で も あ る こ と が 説 明 さ れ た 。 例 え ば ， 食 事 中 に 怒 鳴 り 声 が 飛 び 交

う 家 庭 で 過 ご し て き た 人 に と っ て ， 食 事 の 時 間 は ， た だ 詰 め 込 む だ け 詰

め 込 ん で こ の 早 く 過 ぎ 去 る こ と だ け を 願 う 苦 痛 な 時 間 で し か な い 。ま た ，

ス ー パ ー や コ ン ビ ニ で 買 っ て き た 物 ば か り が 食 卓 に 並 ぶ 家 庭 の 人 に と っ

て は ， 調 理 の 工 程 を 知 る 由 も な い 。  

 大 嶋 氏 が 関 わ っ て き た 女 性 依 存 症 者 た ち の 多 く は ， リ カ バ リ ー に 関 わ

る よ う に な っ た 当 初 は ， カ ッ プ 麺 や コ ン ビ ニ 弁 当 を 「 美 味 し い 」 と 好 ん

で 食 べ る こ と が 多 い と い う が ， ま ず は 本 人 の 感 じ る ‟ 美 味 し い “ を 尊 重 す

る と い う 。 こ ち ら の ‟ 美 味 し い “ を 押 し 付 け な い よ う に し な が ら ， は じ め

は 提 案 の よ う に 食 事 を 作 っ て 提 供 し ， 食 事 提 供 ま で の 工 程 に 興 味 を 寄 せ

た 人 に は ， プ ロ セ ス の 一 部 を 担 っ て も ら い 共 有 す る よ う に し て い る 。 そ

う す る こ と で ， 新 た な ‟ 美 味 し い “ を 新 た な 記 憶 と し て 身 体 に 覚 え て も ら

う よ う 工 夫 し て い る 実 践 が さ れ て い る こ と が 説 明 さ れ た 。  

 

「 EAT  L oca l  EAT What ‘ s  ㏌ Seas on」  

 

大 嶋 氏 が 食 事 提 供 を す る 際 に 心 掛 け て い る こ と と し て ， そ の 土 地 で 生

産 さ れ た も の を で き る 限 り 使 う こ と も 大 切 に し て い る と い う 。 リ カ バ リ

ー で は ， 活 動 の 一 環 と し て ソ ー シ ャ ル フ ァ ー ム の 運 営 も 行 っ て お り ， 野

菜 を 育 て な が ら 人 も 育 っ て い く 事 業 を 展 開 さ せ て い く 最 中 で あ る が ， 運

営 す る グ ル ー プ ホ ー ム や 就 労 継 続 B 型 事 業 所 で 提 供 さ れ る 食 事 に は ，で

き る だ け ソ ー シ ャ ル フ ァ ー ム で 収 穫 さ れ た 野 菜 を 使 う よ う ， 趣 向 を 凝 ら

し た メ ニ ュ ー が 並 ぶ と い う 。 さ ら に は ， 生 産 者 と 知 り 合 う 機 会 ， 食 材 を

使 い 切 る こ と の 大 切 さ な ど が 強 調 さ れ ， 夕 食 作 り の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 移

っ て い っ た 。  

 

ワ ー ク シ ョ ッ プ は ， 参 加 者 全 員 が メ ニ ュ ー ご と の グ ル ー プ に 分 か れ て

担 当 す る メ ニ ュ ー の 調 理 を 行 い ， 講 師 の 大 嶋 氏 が 各 グ ル ー プ に 調 理 方 法

に 加 え ， 美 味 し く 感 じ ら れ る 切 り 方 や 綺 麗 に 見 え る 盛 り 付 け 方 な ど の レ
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ク チ ャ ー を 担 当 し て 回 っ た 。  

食 材 は ， 北 海 道 か ら リ カ バ リ ー の ソ ー シ ャ ル フ ァ ー ム 部 門 で 育 て た じ

ゃ が い も 3 種（ メ ー ク イ ン ，レ ッ ド ム ー ン ，き た あ か り ），玉 ね ぎ ，大 根

を 細 切 り に し て 乾 燥 さ せ た 切 り 干 し 大 根 ， そ し て ， ス ー プ カ レ ー の 素 な

ど を 持 参 し た 。 ま た ， 鯛 や キ ノ コ 類 ， エ デ ィ ブ ル フ ラ ワ ー な ど は ， 研 修

が 実 施 さ れ た 三 重 県 産 の も の を 準 備 し ， 出 来 る だ け 地 産 地 消 を 心 掛 け た

と 紹 介 さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 中 ， 参 加 者 か ら は 「 こ ん な に も 中 身 が 黄 色 い じ ゃ が い

も は 初 め て 見 た 」「 こ ん な に も 見 た 目 が 綺 麗 で 丁 寧 な 食 事 は 見 た こ と が な

い 」 と い う 声 が 多 く 聞 か れ ， 調 理 が 終 わ る と 各 々 料 理 の 写 真 を 自 身 の ス

マ ホ で 撮 影 す る 姿 が 見 ら れ た 。  
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 料 理 が あ る 程 度 出 来 上 が っ た 所 で ， 夕 食 が 開 始 さ れ た が ， 人 気 の メ ニ

ュ ー は あ っ と い う 間 に 完 売 と な る 盛 況 ぶ り と な っ た 。 ま た ， 作 る と い う

工 程 を 共 に し た 参 加 者 同 士 ， お 喋 り に も 花 が 咲 き ， 丁 寧 に 調 理 し た 食 事

を 味 わ う と い う こ と ， 地 物 の 食 材 を 使 い 切 る こ と の 大 切 さ を 確 認 出 来 る

時 間 と な っ た 。  
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体 験 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ ② ：  

「 ソ マ テ ィ ク ス 」  

 

公 認 ハ ン ナ ・ ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ デ ュ ケ ー タ ー  

臨 床 心 理 士 ／ 公 認 心 理 師                                    

平 澤  昌 子  

  

は じ め に ， 講 師 の 平 澤 氏 か ら ， ソ マ テ ィ ク ス の 概 要 や 女 性 依 存 症 者 の

援 助 場 面 で の 活 用 に つ い て 簡 単 な 講 義 が 行 わ れ た 後 ， ソ マ テ ィ ク ス の 体

験 が 始 ま っ た 。  

 

「 内 側 か ら 体 験 す る 身 体 ～ 自 分 の 感 覚 や 気 づ き を 大 切 に す る 」  

 

 冒 頭 ，平 澤 氏 か ら ソ マ テ ィ ク ス の 意 味 が 説 明 さ れ た 。「 ソ マ 」と は ，ギ

リ シ ャ 語 で 「 生 き て い る 身 体 」 を 指 す 言 葉 で あ る と と も に ， も う 一 つ の

定 義 と し て 「 内 側 か ら 体 験 す る 身 体 」 が あ る と い う 。 こ れ は ， 外 か ら 見

る 客 観 に 対 し て 主 観 を 意 味 し ， 自 分 の 感 覚 や 気 づ き を 大 切 に す る と い う

意 味 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 さ ら に ， そ の 身 体 と は 常 に 変 化 す る も の で

あ る こ と ，心 と 身 体 は ひ と つ に 繋 が っ て い る こ と も 意 味 し て お り ，「 ソ マ

テ ィ ク ス 」 は ， ソ マ テ ィ ッ ク と い う 形 容 詞 に 複 数 形 の s を つ け て 名 詞 と

し ， 心 と 身 体 を 統 合 さ せ る 療 法 す べ て を 指 す 言 葉 と し た と 解 説 さ れ た 。  

 

 次 に ， ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ ク サ サ  【 ス ラ イ ド ３ － １ 】  

イ ズ に つ い て 説 明 さ れ た 。 ソ マ テ  

ィ ッ ク ・ エ ク サ サ イ ズ と は ， 無 意  

識 な 緊 張 を 意 識 的 に ほ ぐ す こ と ，  

不 要 な 収 縮 を 減 ら し ， 筋 肉 の 状 態  

を よ り リ ラ ッ ク ス し た 状 態 に す る  

こ と を 目 的 と し て い る と い う  

(ス ラ イ ド ３ － １ ) 。  
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無 意 識 の 収 縮 は 脳 幹 が コ ン ト ロ ー ル し て い る が ， 意 識 的 に 筋 肉 を 収 縮

さ せ て か ら ， ゆ っ く り と 緩 め て く る こ と で 運 動 皮 質 に そ の 主 導 権 を 戻 す

と 筋 肉 を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が で き る と い う 仕 組 み に な っ て い る た め ，

意 識 し て 動 か す こ と で 脳 の 根 幹 か ら 身 体 を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が で き

る の が 特 徴 で あ る と 述 べ ら れ た 。  

 ま た ， ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ ク サ サ イ ズ は ， 慢 性 的 な 痛 み の 改 善 や 姿 勢 改

善 ， 呼 吸 改 善 ， リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン ス キ ル の 習 得 ， 柔 軟 性 ， 身 体 感 覚 を 高

め る こ と な ど に 活 用 で き ， 頭 痛 ， 肩 こ り ・ 腰 痛 ， 坐 骨 神 経 痛 ， 呼 吸 の 問

題 な ど に 効 果 が あ る と 説 明 さ れ た 。  

 さ ら に ，心 理 的 な 側 面 と し て ，① 自 分 で 身 体 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と ，

自 分 で 学 び ，自 分 を 癒 し ，自 分 が 責 任 を 負 う と い う「 自 己 調 整 」，② 今 こ

の 瞬 間 に 自 分 の 身 体 は  【 ス ラ イ ド ３ － ２ 】  

ど の よ う に 動 き ， ど の  

よ う な 感 じ が す る の か  

と い う こ と に 気 が つ い  

て い く 「 心 と 身 体 の つ   

な が り の 実 感 」 が あ る  

と 解 説 さ れ ， ソ マ テ ィ  

ク ス の 創 始 者 ト ー マ ス  

・ ハ ン ナ 氏 の 言 葉 が 紹  

介 さ れ た （ ス ラ イ ド ３ － ２ ）。  

 

最 後 に 本 研 修 の テ ー マ で あ る 女 性 依 存 症 者 へ の ソ マ テ ィ ク ス の 活 用

に つ い て 『 生 き 延 び る た め の ア デ ィ ク シ ョ ン 』 の 著 者 で あ る 大 嶋 栄 子 の

言 葉 を 引 用 し 説 明 さ れ た 。  

大 嶋 氏 に よ る と ， 女 性 依 存 症 者 の 身 体 は ， 過 去 の ト ラ ウ マ 体 験 や 女 性

蔑 視 や 偏 見 ， 医 療 の 場 面 で は 数 値 で し か 評 価 さ れ な い （ 数 値 に 異 常 が あ

る か 否 か ） こ と な ど を 背 景 と し て 「 身 体 の 実 感 が な い も の 」 と さ れ て お

り ，「 身 体 は 存 在 し な い も の 」「 脳 み そ だ け で 生 き て い る 」「 身 体 が 傷 つ い

て い る こ と に 無 関 心 」「 身 体 が ほ と ん ど 意 識 さ れ て い な い 」と 彼 女 た ち は
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認 識 し て い る と い う （『 生 き 延 び る た め の ア デ ィ ク シ ョ ン 』 大 嶋 栄 子 著 ，

金 剛 出 版 ）。 こ の 事 実 か ら ， 女 性 依 存 症 者 が 自 分 の 身 体 の 存 在 に 気 づ き ，

身 体 と の 繋 が り を 取 り 戻 す 過 程 に 役 立 つ プ ロ セ ス を 提 供 で き る の が 「 ソ

マ テ ィ ク ス 」 で あ る と 強 調 さ れ た 。  

 

講 義 後 ， 参 加 者 は 実 際 に ソ マ テ ィ ク ス を 体 験 し た 。 平 澤 氏 か ら は ， 参

加 者 全 員 に 向 け ， ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ ク サ サ イ ズ は ， 本 研 修 の よ う な 研 修

会 場 ま で の 長 時 間 移 動 や 初 め て の 場 所 で の 研 修 の 緊 張 や 疲 れ を ほ ぐ す の

に も 役 立 つ と い う 説 明 が 加 え ら れ ，「 ま ず は 自 分 の 身 体 が ど う い っ た 状 態

に あ る か 気 づ い て み て く だ さ い 」 と い う ア ナ ウ ン ス の 下 ， 体 験 が 始 ま っ

た 。  

 

 体 験 中 ， 平 澤 氏 か ら は ， 動 き の 指 示 と と も に 「 意 識 を 向 け て み て く だ

さ い 」「 無 理 は し な い で く だ さ い 」と い う 声 掛 け が 繰 り 返 し な さ れ た 。こ

の 意 図 は ， 感 覚 だ け で は な く 動 き に フ ォ ー カ ス す る こ と が 必 要 で あ る こ

と ，そ し て ，本 人 の 気 持 ち や 意 志 を 尊 重 す る た め に 無 理 を さ せ な い こ と ，

動 き た く な い 時 は や ら な く て も 良 い こ と を 保 証 す る た め に 行 っ て い た と

い う （ ス ラ イ ド ３ － ３ ）。  

【 ス ラ イ ド ３ － ３ 】  
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約 ５ ０ 分 間 の ソ マ テ ィ ク ス 体 験 の 後 ， 参 加 者 か ら は 「 は じ め は 床 に つ

い て い な か っ た 肩 甲 骨 が ， 終 わ り 頃 に は べ た っ と 床 に つ く よ う に な っ て

い た 」「 自 分 の 腹 筋 が ど こ に あ る の か よ く わ か ら な か っ た が ，最 後 に 腹 筋

の 存 在 に 気 付 け た 気 が す る 」「 身 体 が 重 た く な っ て い っ た 」な ど の 感 想 が

語 ら れ た 。  

ま た ， 研 修 終 了 後 の 感 想 と し て ，「 疲 れ を 再 確 認 し た 」「 不 思 議 な 体 験

で し た 」「 講 師 の 方 を 信 頼 で き ま し た 」「 身 体 の 緊 張 を ほ ぐ し ， 自 分 の 身

体 を つ か む の に 良 い と 思 い ま し た 」「 い つ も 頭 で 考 え て 行 動 す る こ と が 多

い た め ， な か な か 身 体 感 覚 が 得 ら れ ず 入 り 込 む の が 難 し か っ た が ， 身 体

を 緩 め る と い う こ と は 気 持 ち の 良 い 体 験 だ っ た 」「 途 中 で 片 側 が 痛 く な り

少 し 休 ん だ け れ ど ，ゆ っ く り 戻 る 意 味 は 理 解 で き た 」「 緩 ん だ ら 気 持 ち よ

く 眠 れ ま し た 。 日 常 的 に 緩 ま せ て 眠 れ る 余 裕 を 持 ち た い で す 」 と 寄 せ ら

れ た 。  

多 く の 参 加 者 が 自 分 の 身 体 へ の 無 関 心 さ を 自 覚 し ， 意 識 的 に 身 体 を 緩

め て い く と い う ， ま さ に 「 身 体 と の つ な が り を 取 り 戻 す 過 程 」 を 体 験 的

に 学 ぶ こ と の で き た 貴 重 な 時 間 と な っ た 。  

 

【 体 験 時 の 風 景 】  
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講 義 と 質 疑 応 答 ：  

「 発 達 障 害 の 特 性 を 持 つ 女 性 依 存 症 者 へ の 援 助 」  

 

東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー  

当 事 者 研 究 分 野  特 任 講 師  

綾 屋  紗 月  

 

本 講 座 で は ， 前 半 に 講 師 で あ る 綾 屋 氏 か ら ご 自 身 の 特 性 を 交 え な が ら ，

「 発 達 障 害 （ 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 ） の 概 念 が 抱 え る 問 題 点 」 や 「 発 達 障

害 の 支 援 ニ ー ド 」に つ い て 説 明 が あ り ，「 発 達 障 害 を 抱 え る 依 存 症 者 」に

関 し て 考 え る 話 題 を 提 供 し て 下 さ っ た 。 後 半 は ， 参 加 者 か ら 質 問 や 現 在

起 き て い る 困 り ご と な ど に つ い て 発 言 し て い た だ き ， 綾 屋 氏 が 捉 え て い

る 視 点 や 経 験 を 踏 ま え た フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 い ， 会 場 全 体 で 分 か ち 合 い

を 行 っ た 。  

 

「 障 害 の 社 会 モ デ ル が 考 慮 さ れ て い な い 」  

 

 ま ず ， は じ め に 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 概 念 が 抱 え る 問 題 点 に つ い て 説

明 が あ り ， 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 と さ れ る 人 た ち は ， 実 際 に は 一 人 一 人 異

な る さ ま ざ ま な 身 体 的 特 徴 を 抱 え て い る に も か か わ ら ず ， 一 律 に 「 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン ／ 社 会 性 の 障 害 」 と い う 診 断 基 準 に よ っ て ， 多 数 派 の 社

会 か ら 排 除 さ れ て い る 可 能 性 が 高 い ， と い う 指 摘 が あ っ た （ ス ラ イ ド ４

－ １ ）。  

【 ス ラ イ ド ４ － １ 】   
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障 害 の 捉 え 方 と し て ，以 前 は ① 個 人（ 医 学 ）モ デ ル ：「 個 人 的 な 異 常 ，

医 療 に よ っ て 治 す 対 象 と い っ た 障 害 の 責 任 を 個 人 に お く 」 が 主 流 で あ っ

た が ，現 在 は ② 社 会 モ デ ル ：「 社 会 政 策 に よ っ て 生 み 出 さ れ て お り ，社 会

を 変 え る べ き で ， 障 害 の 責 任 を 社 会 に お く 」 に 変 化 し て き て い る と の こ

と で あ る 。 つ ま り ， コ ミ ュ  【 ス ラ イ ド ４ － ２ 】  

ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 は 個 人 の  

中 に あ る の で は な く ， 両 者  

の 「 間 」 に あ る と 捉 え る  

（ ス ラ イ ド ４ － ２ ）。 綾 屋 氏  

か ら は ， 社 会 の 問 題 は 社 会  

に 返 し ， 自 身 の 課 題 は 当 事  

者 研 究 で 自 分 を 知 る と い っ  

た 両 方 の ア プ ロ ー チ が 重 要  

で あ る と 述 べ ら れ た 。  

  

次 に ， 発 達 障 害 の 支 援 ニ ー ド に つ い て ， 以 下 の ４ 点 を 挙 げ ら れ た 。 各

項 目 に つ い て ， 概 要 を 記 述 す る 。  

 

「 １ ． 仲 間 と つ な が る 」  「 ２ ． 身 体 と つ な が る 」  

「 ３ ． 環 境 と つ な が る 」  「 ４ ． 過 去 と つ な が る 」  

 

「 １ ． 仲 間 と つ な が る 」  

 マ イ ノ リ テ ィ 性 （ 少 数 派 ） の あ る 身 体 的 特 徴 を も つ 人 で あ っ て も ， 多

く は マ ジ ョ リ テ ィ （ 多 数 派 ） の 社 会 の 中 で 過 ご す 事 に な る た め 多 数 派 の

文 化・ル ー ル・身 体 的 特 徴 な ど は 可 能 で あ れ ば 把 握 し た ほ う が よ い こ と ，

発 達 障 害 者 に は 多 数 派 と 同 じ 特 徴 の 部 分 も あ る こ と を 自 覚 で き た ほ う が

よ い こ と ， 多 数 派 社 会 の 中 で 日 常 生 活 を 送 り ， 教 育 を 受 け ， 働 く 権 利 が

守 ら れ る 必 要 が あ る こ と な ど が 述 べ ら れ た 。 一 方 で 少 数 派 の 人 が 多 数 派

の 人 を お 手 本 に し て 努 力 し よ う と す れ ば す る ほ ど ， 過 剰 適 応 や 不 適 応 が

生 じ や す い と の 説 明 も あ っ た 。 そ こ で 大 切 な の は ，「 多 数 派 の 社 会 」「 自
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分 と 似 た 身 体 的 特 徴 を も っ た 少 数 派 の 仲 間 と の 社 会 」 の ２ つ の 社 会 を 持

つ 事 で あ る と 述 べ ら れ た （ ス ラ イ ド ４ － ３ ）。  

【 ス ラ イ ド ４ － ３ 】  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ２ ． 身 体 と つ な が る 」  

 講 師 で あ る 綾 屋 氏 自 身 の 身 体 的 特 徴 （ ス ラ イ ド ４ － ４ ～ ４ － ８ ） を 踏

ま え て 説 明 が あ っ た 。「 社 会 性 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 障 害 」は ，あ た か

も 個 人 の 「 中 」 に あ る か の よ う に 定 義 さ れ て い る が ， よ く 考 え れ ば ， 多

数 派 の 身 体 的 特 徴 が つ く り あ げ た 社 会 の ル ー ル や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

デ ザ イ ン に さ ま ざ ま な 少 数 派 の 身 体 的 特 徴 を も っ た 人 達 が 参 入 し た 結 果

生 じ て い る ， 人 と 人 と の 「 間 」 の す れ 違 い 現 象 だ と 言 え る だ ろ う ， と の

こ と で あ る 。 そ の た め ， ま ず は ， す れ 違 い と し て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

障 害 の 手 前 に あ る ， 人 そ れ ぞ れ に 異 な る 身 体 的 特 徴 を ， 自 分 自 身 が 認 識

し 言 語 化 す る こ と を 通 し て ， 自 ら の 身 体 と つ な が る こ と が 重 要 で あ る と

述 べ ら れ て い る 。  
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【 ス ラ イ ド ４ － ４ ～ ４ － ８ 】  
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「 ３ ． 環 境 と つ な が る 」  

 身 体 と つ な が っ た あ と に や っ て く る の が ， 自 身 の 身 体 的 特 徴 と 環 境 を

ど の よ う に つ な げ て い く か と い う 重 要 な テ ー マ で あ る 。前 述 し た 個 人（ 医

学 ）モ デ ル で あ れ ば ，社 会 に 合 わ せ る た め に「 治 す 」と い う 発 想 と な り ，

あ い か わ ら ず 当 事 者 が 無 理 を し て し ま う 状 況 が 続 く こ と に な る 。 無 理 の

な い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 に つ い て ， 綾 屋 氏 の 身 体 的 特 徴 と 環 境 と の

マ ッ チ ン グ を 例 に 説 明 が あ っ た （ ス ラ イ ド ４ － ９ ～ ４ － １ １ ）。  

【 ス ラ イ ド ４ － ９ ～ ４ － １ １ 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

「 ４ ． 過 去 と つ な が る 」  

 な ん ら か の マ イ ノ リ テ ィ 性 を 抱 え て い る と ， 周 囲 の 多 数 派 の 人 々 と は

異 な る 感 覚 を 経 験 す る 可 能 性 が 高 く ， そ の 場 に 生 じ て い た で き ご と の 意

味 を 他 者 と 共 有 し づ ら く な る 。 結 果 と し て ， 意 味 づ け さ れ な い （ 答 え が

わ か ら な い ） 過 去 の 記 憶 を 抱 え 続 け る こ と と な り ， フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク す

る こ と で 大 き な ス ト レ ス に な る 可 能 性 が 高 い ， と の こ と で あ る 。 綾 屋 氏

も か つ て は 就 労 場 面 に お い て ， 他 者 の 態 度 や 反 応 を 解 釈 で き ず 一 人 で 抱

え て 苦 し ん だ 経 験 が あ っ た た め ， 他 の 職 員 に 「 意 味 づ け 介 助 」 と し て フ

ィ ー ド バ ッ ク を お 願 い し た と こ ろ ， 体 調 を 崩 さ ず に 済 む よ う に な っ た と

い う （ ス ラ イ ド ４ － １ ２ ）。  

【 ス ラ イ ド ４ － １ ２ 】  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

安 全 ・ 安 心 を 得 た 「 現 在 の 自 分 」 と は 別 に ， 意 味 づ け さ れ ぬ ま ま 置 き

去 り に さ れ た 「 過 去 の 自 分 」 が 時 に 「 現 在 の 自 分 」 や 周 囲 の 人 々 に 攻 撃

し た り 命 令 し た り し 日 常 生 活 の 邪 魔 を す る こ と が あ る 。 解 決 す る 方 法 と

し て ，「 過 去 の 自 分 」が 登 場 し て い る と き に ，新 た な 解 釈 案 や 情 報 を 提 示

し て 再 解 釈 で き る よ う ，長 期 的 に 伴 走 す る こ と が 望 ま し い と 述 べ ら れ た 。 
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「 発 達 障 害 × 依 存 症 」 の 話 題 提 起 と し て ， 自 助 グ ル ー プ の こ と を 挙 げ

ら れ た （ ス ラ イ ド ４ － １ ３ ）。 な ん だ か 違 和 感 の あ る 人 に 対 し て ，「 あ の

人 ， 発 達 障 害 な ん じ ゃ な い ？ 」 と 思 う 現 象 は ， 少 数 派 の グ ル ー プ に も 生

じ て い る と い う 。 薬 物 依 存 症 の 場 合 ， 話 の ま と ま ら な さ や 落 ち 着 き の な

さ ，生 育 歴 ，家 族 構 成 な ど を 見 て ，「 発 達 障 害 な の で は な い か と 言 わ れ る ，

言 い た く な る ケ ー ス 」   【 ス ラ イ ド ４ － １ ３ 】  

が 多 い と の こ と で あ る 。  

少 数 派 の グ ル ー プ 内 で も  

何 ら か の す れ 違 い が 起 こ  

る こ と を 前 提 に ， そ の グ  

ル ー プ で 新 し い 言 葉 ・ 文  

化 ・ 知 恵 を 生 み 出 す 必 要  

が あ る と 言 及 さ れ た 。  

 

後 半 の 質 疑 応 答 で は ，参 加 者 か ら は ，「 過 去 の こ と を 覚 え て い な か っ た

り ， 言 っ た こ と の 意 図 と は 異 な っ た 理 解 を さ れ て い た 場 合 の 対 応 方 法 」

や 「 施 設 内 で マ ジ ョ リ テ ィ の 人 た ち が マ イ ノ リ テ ィ の 人 を 除 外 し よ う と

す る よ う な 言 動 や 行 動 を と っ た と き に ど う し た ら よ い か 」 な ど 日 々 の 実

践 で 困 っ て い る こ と に つ い て 質 問 が 挙 が っ て い た 。綾 屋 氏 か ら は ，「 ど の

よ う な 形 で 伝 え た ら イ ン プ ッ ト し や す い 人 か （ 理 論 的 緻 密 さ が 必 要 な 方

な ど ） 見 極 め て ， 記 録 を 取 る な ど し て す れ 違 い を で き る だ け 少 な く す る

こ と 」「 少 数 派 は ，は じ め か ら 情 報 の 取 得 に お け る ビ ハ イ ン ド を 負 っ て い

る こ と が 多 い の で ， 受 け 取 れ る 情 報 の 差 を マ イ ナ ス か ら ０ に す る 支 援 が

必 要 で あ る こ と 」「 少 数 派 へ の 特 別 扱 い で は な く ，必 要 な ら ば 誰 も が 同 じ

支 援 を 利 用 で き る と 多 数 派 側 に 説 明 す る こ と 」 な ど の 助 言 を 述 べ ら れ て

い た 。  

本 講 座 を 受 け て ， 多 数 派 の 社 会 で 生 じ て い る 不 公 平 さ を 認 識 で き た と

と も に ， 障 害 の 社 会 モ デ ル を 通 し て ど の よ う に 公 平 な 環 境 を 作 り 上 げ て

い く か 考 え さ せ ら れ る 時 間 で あ っ た 。  
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当 事 者 研 究 ワ ー ク シ ョ ッ プ ：  

「 私 た ち の 困 り ご と を 研 究 す る 」  

     

特 定 非 営 利 活 動 法 人 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス  

代 表  上 岡  陽 江  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー  

代 表  大 嶋  栄 子  

 

本 講 座 は ， 実 際 に 参 加 者 が 「 当 事 者 研 究 」 に 参 加 し ， 体 験 し な が ら 学

ぶ こ と を 目 的 に 実 施 さ れ た 。 前 半 は 講 師 で あ る 上 岡 さ ん か ら 当 事 者 か ら

み た 依 存 症 ， そ し て 「 当 事 者 研 究 」 の コ ン セ プ ト に つ い て 説 明 さ れ た 。

後 半 は 「 ジ ェ ン ダ ー 」 を テ ー マ に ， 当 事 者 研 究 の 導 入 部 分 が デ モ ン ス ト

レ ー シ ョ ン と し て 実 施 さ れ た 。  

 

 ま ず ， は じ め に 当 事 者 か ら み た 依 存 症 に つ い て （ ス ラ イ ド ５ － １ ～ ５

－ ２ ）， 上 岡 さ ん は ， ① ：「 一 生 」 失 恋 し た よ う な 心 に 穴 が 空 い た よ う な

感 じ が 続 く ， ② ： ケ ア を せ ず に 年 齢 を 重 ね る ご と に 問 題 （ 身 体 的 ・ 人 間

関 係 ・ 生 活 困 窮 な ど ） が 複 雑 化 し て い く ， ③ ： 依 存 行 動 （ 酒 ， 薬 物 ， ギ

ャ ン ブ ル な ど ） を す る こ と で き っ と 良 く な る と ， 頭 で は な く 身 体 で 感 じ

て い て 言 葉 に な ら な い 状 態 と 説 明 さ れ た 。  

【 ス ラ イ ド ５ － １ ～ ５ － ２ 】  
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彼 女 ら が 言 葉 に し て 話 し て く れ る こ と は ほ ん の 一 部 だ が ， そ の 一 部 か

ら 本 当 に 困 っ て い る こ と や そ の 背 景 を 少 し ず つ 探 っ て い く と の こ と で あ

る 。 こ れ ら の 説 明 を し て い る 中 で ， ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス が 今 大 き な 課 題 の

一 つ と し て 捉 え て い る の は ， ア ル コ ー ル を や め な い 人 た ち を ど う す る か

で あ る と 話 さ れ た 。 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス の メ ン バ ー の 約 ４ ０ ％ が ア ル コ ー

ル 問 題 を 抱 え て い る と い う 。 世 界 各 国 の 当 事 者 ス タ ッ フ の 中 で も ， 最 終

的 に ど う に も な ら な い と 感 じ る の は ア ル コ ー ル 問 題 と 言 わ れ て い る 様 で

あ る 。 上 岡 さ ん 自 身 が 今 取 り 組 ん で い き た い こ と の 一 つ と し て ， ア ル コ

ー ル に よ る 障 害 や 長 期 的 に 飲 酒 し て い る 人 た ち と の 関 わ り を 挙 げ ら れ て

い た 。  

 

ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス に と っ て ，  

“ 当 事 者 研 究 ” が み ん な で 生 き 延 び て い く た め の 方 法 だ っ た  

 

 次 に ，「 当 事 者 研 究 」を 始 め る き っ か け に つ い て 説 明 が あ っ た（ ス ラ イ

ド ５ － ３ ）。当 時 ，上 岡 さ ん ら が 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を ま と め て い く

手 法 と し て ，「 当 事 者 研 究 」し か な か っ た と の こ と で あ る 。ち ょ う ど 調 査

を し て い る 2002 年 こ ろ ，「 生 理 の と き に リ ス ト カ ッ ト を し た く な る 」「 夕

方 に な る と ，み ん な パ ニ ッ ク に な っ て 薬 屋 に は し る 」「 女 性 と う ま く 付 き

合 え ず ，危 険 な 男 性 と な ら 安 心 す る 」「 依 存 症 の 施 設 な の に 虐 待 の 話 ば か

り が で る 」 な ど 不 思 議 な こ と  【 ス ラ イ ド ５ － ３ 】  

ば か り 起 き て い る と い う 認 識  

だ っ た 様 で あ る 。 こ の よ う に ，  

生 活 の 中 で 衝 動 的 な 出 来 事 が  

起 き て い た こ と も あ っ て ， 生  

き る た め に ， み ん な か ら 知 恵  

を 集 め て い く し か な か っ た と  

述 べ ら れ た 。  
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 上 岡 さ ん は 「 当 事 者 研 究 」 の 利 点 と し て ， 以 下 の ３ 点 を 挙 げ た 。  

 

① ： 字 が 読 め な い メ ン バ ー と 高 学 歴 の メ ン バ ー が 「 一 緒 に 」 楽 し め る  

② ： 依 存 症 の 支 援 で 一 番 大 切 な 「 主 体 （ 自 己 決 定 ）」 が 自 分 に あ る 感 覚  

  を 味 わ え る  

③ ：「 人 の こ と を 考 え る 」 こ と が で き る （ 想 像 力 を 使 う こ と が で き る ）  

 

 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス で は ，「 当 事 者 研 究 」と 「 お 菓 子 」 が セ ッ ト で ， み ん

な が 対 等 で 考 え ら れ る 場 を 作 っ て い く こ と を 意 識 し て い る と の こ と で あ

っ た 。  

 

「 “ 当 事 者 研 究 ” を 行 う と ， 自 分 た ち の ス ト ー リ ー を 語 れ る よ う に な る 」  

 

後 半 は ， 上 岡 さ ん ご 自 身 が 2022 年 か ら 取 り 組 ん で お ら れ る 「 ジ ェ ン

ダ ー 」 を テ ー マ と し た 「 当 事 者 研 究 」 の 導 入 部 分 を デ モ ン ス ト レ ー シ ョ

ン と し て 実 施 さ れ た 。上 岡 さ ん が ，ジ ェ ン ダ ー を テ ー マ に「 当 事 者 研 究 」

を 行 っ て い る 理 由 と し て ，「 依 存 症 者 の 周 り に は セ ク シ ャ ル マ イ ノ リ テ ィ

な ど さ ま ざ ま な 少 数 派 の 人 た ち が い る が ， 語 る 言 葉 が な く 自 分 た ち の こ

と を な か な か 発 信 で き な い 状 況 に い る た め ， そ の 人 た ち の 言 葉 を 拾 い 上

げ て い く 必 要 が あ る と 思 っ た 。」 と 述 べ ら れ て い る 。  

 

実 際 の ワ ー ク で は ，「 性 別 役 割 に 関 し て 今 ま で 経 験 的 に 学 ん で き た こ

と を 一 度 そ ぎ 落 と し て 新 た な 気 づ き を 得 る こ と 」を 目 的 に 行 わ れ た 。「 当

事 者 研 究 」 で は ， し ば し ば ブ レ ー ン ス ト ー ミ ン グ と し て ホ ワ イ ト ボ ー ド

を 使 用 し た “ 言 葉 集 め ” が 行 わ れ る 。 上 岡 さ ん も そ の 手 法 を 用 い ， ま ず 次

の テ ー マ で 参 加 者 全 員 か ら 自 由 に 言 葉 を 連 想 さ せ た 。一 つ 目 に「 今 日（ わ

た し が ） 感 じ る 女 性 の 苦 労 」 に つ い て ， 続 い て 「 今 日 （ わ た し が ） 感 じ

る 男 性 の 苦 労 」 と い う 二 つ だ が ， ポ イ ン ト は “ 今 日 ” と い う 時 間 の 限 定 で

あ る 。 深 く 考 え 込 ま ず ， 今 の 自 分 か ら 浮 か び 上 が っ た も の を 掬 い 取 ろ う

と し た 試 み だ っ た 。 参 加 者 か ら は 次 の よ う な 言 葉 が 溢 れ 出 し た 。  
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＜ 女 性 の 苦 労 ＞  

・ 主 に 年 齢 に よ っ て 変 化 し て い く 身 体    

・ 生 理 に ま つ わ る こ と  

・ 服 装 （ 身 体 を 守 る た め の イ ン ナ ー ）   

・ 期 待 し て い る 役 割 （ 家 事 ， 育 児 ， 家 族 の 話 を 聞 く な ど ）  

・ 振 る 舞 い 方  

 

＜ 男 性 の 苦 労 ＞  

・ 役 割 期 待 （ 上 下 関 係 ， リ ー ダ ー シ ッ プ ， 重 た い も の を 持 つ な ど ）  

・ 女 性 と の 関 わ り 方  

・ 強 い 男 性 像 （ 弱 い と こ ろ を 見 せ ら れ な い な ど ）  

・ 身 体 に 関 す る こ と は 女 性 に 比 べ て 少 な く ， 髭 剃 り と 髪 に 関 す る こ と  
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残 念 な が ら ， 時 間 に 限 り が あ り 本 講 座 で は こ こ ま で と な っ た が ， み ん

な の 発 言 を 聴 く こ と で ， 自 身 の 思 い 込 み に 気 づ き ， 徐 々 に 視 野 が 広 が っ

て 自 分 の 考 え が ほ ぐ さ れ ， 双 方 が お 互 い に 配 慮 で き る よ う に な る 感 覚 を

得 ら れ た ワ ー ク シ ョ ッ プ で あ っ た 。  

 

 最 後 に ， 上 岡 さ ん は 「 当 事 者 研 究 は ， 自 分 た ち の 言 葉 を 発 信 で き な い

人 に と っ て ， 発 表 の 場 ， つ な が る 場 ， 周 囲 に 聞 い て も ら え る 言 葉 を 自 分

た ち で 縒 （ よ ） り 合 わ せ て い く こ と が で き る 場 で あ る 。 一 つ で も 言 葉 を

見 つ け ら れ た ら 集 団 と し て は 語 る こ と が で き る よ う に な っ て い く 。」と ま

と め ら れ ， 本 研 修 は 終 了 し た 。  
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参加者数  

アンケート結果  
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所属機関 会場 オンライン 計

精神科医療機関 1 5 6

精神科以外の医療機関 0 0 0

依存症者回復支援施設（ダルク，マックなど） 11 7 18

自助グループ 0 1 1

福祉関連施設 3 3 6

行政機関（児相，保健所関連，市役所等） 5 2 7

矯正施設（刑務所、少年院） 0 0 0

教育機関（学校） 1 0 1

その他 0 2 2

計 21 20 41

職種別 会場 オンライン 計

医師 0 1 1

看護師 0 0 0

心理職 0 2 2

ソーシャルワーカー 5 8 13

ピアスタッフ 10 6 16

作業療法士 0 1 1

保健師 0 0 0

行政職員（上記専門職以外） 3 1 4

矯正職員（刑務所、少年院） 0 0 0

福祉関係職員 2 0 2

教育関係（講師，先生） 1 0 1

その他 0 1 1

計 21 20 41

～  参 加 者 数 ・ ア ン ケ ー ト 結 果  ～  

   

１ ． 参 加 者 数  

「 Peat ix 」 に よ る デ ー タ か ら ま と め た も の が 以 下 の 表 で あ る 。  

 

表 １ － １ ： 機 関 別  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ そ の 他 ： カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム ， フ リ ー ラ ン ス  

 

表 １ － ２ ： 職 種 別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ そ の 他 ： 元 保 育 士 ， 元 職 業 指 導 員  
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２ ． ア ン ケ ー ト 結 果  

研 修 後 日 「 Go ogl e  F orm s 」 を 利 用 し 実 施 し た 。 回 収 率 ： 48 .7 ％ 。  

以 下 に ， 円 グ ラ フ と 参 加 者 の 感 想 を 掲 載 す る 。  

※ 回 答 数 は ， 円 グ ラ フ 左 上 に 表 示  

 

講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク 「 W ome n-C e nte rd  Ca re と は な に か 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 女 性 依 存 症 者 は 環 境 や 背 景 に よ る も の が 多 い と 思 っ た 。 厳 罰 で は な く  

本 人 の ケ ア を 中 心 に 置 く こ と を 学 ん だ 。  

・ 講 義 で は 男 性 の D V 被 害 電 話 相 談 に つ い て の お 話 が 印 象 的 だ っ た 。  

相 談 の 中 で 「 お 墨 付 き 」 を 与 え る こ と に よ っ て 攻 撃 材 料 に さ れ て し ま  

う 危 険 性 に 注 意 し て い こ う と 思 う 。  

・ 女 性 と 男 性 で は 困 難 や 被 害 の 状 況 が 異 な る こ と に つ い て 興 味 深 く 講 義  

を 聞 き 納 得 し た 。 グ ル ー プ ワ ー ク の 時 間 を も う 少 し ほ し か っ た 。  

・ ジ ェ ン ダ ー 格 差 が も と で 起 こ る 暴 力 に つ い て 社 会 の 理 解 は ま だ ま だ な  

の だ と 感 じ た 。  

・ ジ ェ ン ダ ー バ イ ア ス の 言 葉 の 意 味 を 初 め て 知 り ま し た 。 ま た ， 自 分 の  

中 に 男 ら し さ ， 女 ら し さ に つ い て の 偏 見 が 凄 く あ る こ と を 気 づ か せ て

も ら っ た 。  

・紹 介 が あ っ た ハ ル エ さ ん の 東 京 ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン の チ ャ ッ ト の 返 信

が 心 に 残 っ た 。依 存 物 を 止 め る こ と あ り き が 当 た り 前 の 依 存 症 業 界 に

長 く い た の で ，「 や め ら れ な い 」「 止 ま っ て な い け ど 他 の 困 り 事 を 話 し

て よ 。 相 談 し て よ 。」 と い う 温 か い 支 援 は 素 晴 ら し い と 感 じ た 。  
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・チ ャ ッ ト を 使 っ た 支 援 に つ い て 知 る こ と が で き て よ か っ た で す 。ま た ， 

女 性 へ の 支 援 に つ い て も 具 体 的 に 教 え て い た だ き あ り が と う ご ざ い

ま し た 。  

・ 日 ご ろ 気 づ か ず に い る 自 分 の 言 動 を 振 り 返 る 機 会 に な っ た 。  

・ 講 師 で あ る 古 藤 さ ん の 等 身 大 の 語 り （ 講 義 ） は い つ も 安 心 し て 耳 を 傾  

け ら れ ま す 。 社 会 全 体 の 薬 物 使 用 者 に 対 す る ス テ ィ グ マ や 厳 罰 政 策 ，

直 接 当 事 者 に 関 わ る 専 門 家 の ジ ェ ン ダ ー 感 覚 の 鈍 さ を 考 え る と ， 助 け

を 求 め る こ と や 正 直 に 話 す こ と の ハ ー ド ル は 高 い と 感 じ ま し た 。  

・ 理 恵 子 さ ん の 最 後 の 言 葉 「 理 想 を さ げ て ， 現 実 を あ げ る 」 が 心 に 響 き  

ま し た 。 子 供 の 頃 か ら 家 庭 や 学 校 の 中 で 安 心 し て 思 っ た ま ま 感 じ た ま  

ま を 表 現 で き る 空 気 が あ る と い い な と 思 い ま し た 。  

・ 男 性 の 施 設 利 用 者 が 多 く ， 自 分 達 女 性 ス タ ッ フ が 大 事 に さ れ て い な い  

こ と を 実 感 し た 。 世 の 中 に 逆 行 し て い て ， 時 代 遅 れ だ と 感 じ た 。  

・ 女 性 な ら で は 支 援 の 難 し さ ， 複 雑 さ を 紐 解 い て く れ ま し た 。 自 分 が 感  

じ て い た モ ヤ モ ヤ の ヒ ン ト に な り ま し た 。  

・ ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス の 方 た ち の 声 を 聞 き 「 私 と 同 じ 思 い を し て い る 人 た  

ち が 確 か に 存 在 し て い る 」 と 感 動 し ， 初 め て 「 生 き た い 」 と 思 え た 。 

・ 古 藤 さ ん の 話 し 方 が と て も 穏 や か で ， 安 心 し て 話 が 聞 け た 。 女 性 支 援

で は ， 男 性 が 苦 手 な ク ラ エ イ ン ト が 多 い か ら 女 性 が や る べ き と い っ た

考 え が 根 強 い と こ ろ も あ る が ， わ た し は 女 性 だ け で 完 結 せ ず ， 性 的 マ

イ ノ リ テ ィ な 方 々 も 含 め ， い ろ い ろ な 方 々 が い た 方 が 良 い と 思 っ て い

る 。 そ の た め ，「 Wo men - Ce nte rd  C a re と は な に か 」 と い う 講 義 を 男 性

が や っ て く れ て よ か っ た 。  

・ 経 験 が 浅 く 知 識 が 少 な い の で ， 全 国 の 依 存 者 支 援 に か か わ る 方 々 の 声

が と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

・50 代 の 自 分 よ り も 若 い 世 代 が ，女 性 差 別 的 な 扱 い を あ ま り さ れ て い な  

い 様 子 に ち ょ っ と 安 堵 し た り ， う ま い こ と 隠 さ れ て い る の か も と 思 っ  

た り し た 。 女 性 に 寄 り 添 う と い う こ と は ，社 会 の 中 で 周 縁 化 さ れ ，力  

を 奪 わ れ た 存 在 み ん な に 寄 り 添 え る と い う こ と だ と 思 い ま す 。  
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体 験 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ ① ：「 食 と リ カ バ リ ー & 夕 食 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 話 し な が ら 料 理 を 皆 で 作 っ た り ， 食 べ た り す る こ と で 楽 し い 食 事 に な  

り ， 思 い 出 に な る と 思 っ た 。  

・体 験 型 と い う こ と で 楽 し め ま し た し ，食 の 大 切 さ も 改 め て 感 じ ま し た 。 

・ 品 数 の 多 さ に 驚 き ま し た 。 元 気 度 に 合 わ せ て メ ニ ュ ー を 決 め る （ 硬 さ  

な ど ） こ と や 食 べ る こ と と ケ ア の 関 係 に つ い て 理 解 で き ま し た 。  

・ キ ノ コ の ア ヒ ー ジ ョ が 無 く な っ て し ま い 食 べ ら れ な か っ た の が 残 念 で  

し た が ， 大 嶋 さ ん 自 ら が 食 事 を 作 っ て く だ さ る 姿 が 身 近 に 感 じ て 嬉 し  

か っ た 。 旬 の も の ，地 産 の も の を 食 べ る 事 は い い 事 だ と 再 認 識 し た 。   

美 味 し い お 食 事 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 料 理 へ の 参 画 を 通 し て 場 が ほ ぐ れ て い く ， だ れ も が 対 等 に な る 感 じ が  

気 持 ち よ か っ た 。  

・ み ん な で 同 じ 釜 の 飯 を 食 う と い う こ と が ， １ 番 人 と の 距 離 を 縮 め る と  

感 じ た 。  

・ 一 緒 に 食 事 を 作 る 工 程 で 緊 張 し た 空 気 が 和 ら ぎ ， 自 然 に 会 話 が 生 ま れ  

る こ と を 体 感 し ま し た 。 美 味 し い 食 事 を 「 お い し い 」 と 言 い 合 い な が  

ら い た だ く こ と は と て も 心 が 満 た さ れ ま す 。  

・ 美 味 し い ご 飯 を み ん な で 食 べ る と い う こ と が ， エ ン パ ワ メ ン ト さ れ る  

こ と だ と 実 感 し た 。 エ ネ ル ギ ー が 出 る よ う に 歯 応 え の あ る も の が 用 意  

さ れ て い た り ， 工 夫 が た く さ ん さ れ て い た こ と も 楽 し か っ た 。 回 復 と  

い う と ， 日 々 病 気 と 向 き 合 っ て 伴 走 し て い く よ う な 印 象 が あ る が ， 毎  

日 の 日 常 を 一 緒 に 過 ご し て い く こ と の 大 切 さ を 改 め て 感 じ ら れ た 。  
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・ お い し か っ た で す 。 私 も （ メ ン バ ー に ） 料 理 を 作 っ て い る の で 参 考 に  

な り ま し た 。  

・「 他 人 が 作 っ て く れ た も の（ お 店 じ ゃ な く て ）っ て 美 味 し い な あ 」と し  

み じ み し ま し た 。 普 段 ，仕 事 が 忙 し い こ と を 言 い 訳 に 料 理 を し て い な  

く て ， 子 ど も に ず っ と 文 句 を 言 わ れ て も ， お 惣 菜 や （ 電 子 レ ン ジ で ） 

チ ン す る だ け の も の を 食 べ て い た の で 。  

・ み ん な と 一 緒 に ジ ャ ガ イ モ を 切 っ て （ 包 丁 で ジ ャ ガ イ モ 切 る の も 久 し  

ぶ り ！ ），「 孤 独 じ ゃ な い 料 理 っ て い い な あ 」「 孤 独 じ ゃ な け れ ば 料 理 で  

き る の か も 」と 思 い ま し た 。 家 に 帰 っ た ら ，子 ど も と 一 緒 に 料 理 し て  

み よ う ♪ と そ の 時 は 思 っ た け ど ， 帰 っ た ら い き な り 元 の 生 活 に 戻 っ て  

し ま い ま し た 。 で も ， 機 会 を み つ け て や っ て み よ う と 思 い ま す 。   
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体 験 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ ② ：「 ソ マ テ ィ ク ス 」  

 

  

 

 

 

 

 

 

・体 の 緊 張 を ほ ぐ し ，自 分 の 体 の 感 覚 を つ か む た め に 良 い と 思 い ま し た 。 

・ 普 段 自 分 の 身 体 を 意 識 す る こ と が な い 中 ， 身 体 の 緊 張 具 合 を 知 り ， 力  

が 抜 け る 感 覚 を 知 り ま し た 。  

・ 自 分 が 上 手 く で き て い る の か ， 効 果 の ほ ど は 実 感 で き ま せ ん で し た 。  

継 続 的 に 練 習 で き る 機 会 が ほ し い と 思 い ま し た 。  

・ 私 は 途 中 で 片 側 が 痛 く な り 少 し 休 ん だ け れ ど ， ゆ っ く り 戻 る 意 味 は 理  

解 で き た 。 ま た 一 人 で ゆ っ く り 自 宅 で や っ て み た い と 思 い ま し た 。   

・（ 自 身 に ） 疲 れ が あ る こ と を 再 確 認 し た 。  

・ 今 ま で 体 験 し た こ と の な か っ た 時 間 で ， 体 の 一 つ 一 つ が 変 わ っ て い く  

の を 感 じ ま し た 。  

・ い つ も 頭 で 考 え て 行 動 す る こ と が 多 い た め ， な か な か 身 体 感 覚 が 得 ら  

れ ず ， 入 り 込 む の が 難 し か っ た が ， 身 体 を 緩 め る と い う こ と は 気 持 ち  

い い 時 間 だ と 思 っ た 。  

・ も っ と じ っ く り や る と 感 じ ら れ た の か も し れ ま せ ん 。 ち ょ っ と 変 化 が  

わ か り ま せ ん で し た 。  

・ 体 が ゆ る ん だ ら ， 肩 の 凝 り が 痛 み と し て 感 じ ら れ て 「 痛 み 」 を 感 じ な  

い よ う に 自 分 の 体 は ゆ る ま ら な い よ う に し て い る ん だ な と 思 い ま し  

た 。同 じ よ う に ，「 痛 み 」を 感 じ な い よ う に 体 に 意 識 を 向 け な い ・ 緩 ま  

せ な い と い う こ と を 当 事 者 の み ん な も や っ て い る ん だ ろ う な と 実 感  

し ま し た 。 緩 ん だ ら 気 持 ち よ く 眠 れ ま し た 。 日 常 的 に ゆ る ま せ て 眠 れ  

る 余 裕 を 持 ち た い で す 。  
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講 義 と 質 疑 応 答 ：「 発 達 障 害 の 特 性 を 持 つ 女 性 依 存 症 者 へ の 援 助 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 日 常 の 疑 問 を 質 問 で き た こ と と （ 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 方 の ） 困 っ て  

い る 状 態 が 資 料 で よ く わ か り ま し た 。  

・ 普 段 の 講 義 で は 聞 け な い 細 か な 所 ま で 話 し て い た だ き 良 く 理 解 で き た 。 

・ 以 前 も 聴 講 し た 内 容 も あ り ま し た が ， 多 数 派 に 近 い 感 性 で 生 活 す る と  

す ぐ に 意 識 が 薄 れ ま す 。 何 度 で も お 聴 き し た い 。 話 す こ と に も 違 和 感  

を 感 じ て い ら っ し ゃ る 中 で ， ご 講 義 い た だ け る こ と に 感 謝 い た し ま す 。 

・当 事 者 ゆ え の お 話 が と て も わ か り や す く ，た い へ ん 参 考 に な り ま し た 。 

質 問 に も 的 確 に 答 え て い た だ い て あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 綾 屋 さ ん の 当 事 者 の 物 の 見 え 方 ， 聞 こ え 方 ， 感 じ 方 が 聞 け て 非 常 に 参  

考 に な っ た 。 こ れ ま で も 発 達 障 害 の 講 義 を 何 度 か 聞 い た が 専 門 家 の 話  

な の で 綾 屋 さ ん の 講 義 を 聞 い た 時 の よ う に は 理 解 で き な か っ た で す 。  

ま た 機 会 が あ れ ば お 話 を 聞 き た い で す 。  

・体 験 を 交 え て ，具 体 的 に 講 義 を し て い た だ き ，わ か り や す か っ た で す 。  

今 後 の 支 援 の 時 に 参 考 に さ せ て い た だ き た い で す 。  

・ こ ち ら が 想 像 で き な い 感 じ 方 を 教 え て も ら っ て ， 自 分 の 工 夫 や 想 像 力  

を 高 め て い か な け れ ば い け な い と 持 っ た 。  

・ジ ェ ン ダ ー の 視 点 を も う 少 し（ 講 義 の 中 で ）深 め ら れ た ら 嬉 し か っ た 。  

・ 当 事 者 に し か わ か ら な い こ と を ， 教 科 書 通 り に 支 援 す る こ と は 間 違 い  

だ と 感 じ ま し た 。 本 人 達 に 聞 く こ と か ら 始 め た い と 思 い ま す 。  
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・ 綾 屋 さ ん た ち の こ れ ま で の 当 事 者 研 究 で ， こ こ ま で 言 語 化 さ れ て い る  

事 に 感 謝 で す 。 支 援 の 現 場 で 個 別 性 に 寄 り 添 う 際 の 葛 藤 の お 話 は ， 人  

が 集 ま る 場 で は よ く 経 験 す る こ と な の で 大 変 興 味 深 か っ た 。 丁 寧 に 向  

き 合 い 環 境 調 整 を す る に は ， 時 間 的 に も 精 神 的 に も 余 裕 が な い と 難 し  

い と 感 じ ま す 。 一 つ 一 つ の 場 所 が ， 出 た り 入 っ た り で き る 常 に 開 か れ  

た 場 所 で あ っ て 欲 し い と 思 い ま し た 。  

・ 具 体 的 な 場 面 を 例 に 出 し た 講 義 は 大 変 わ か り や す か っ た で す 。 参 加 者  

か ら の 質 問 へ の 応 対 も 一 つ 一 つ わ か り や す い 解 説 で し た 。 発 達 障 害 の  

頭 の 中 の 具 体 的 な 描 写 が と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

・ 綾 屋 先 生 の 言 語 化 に 感 動 し ま し た 。 私 は 発 達 障 害 当 事 者 で す が ， 当 た  

り 前 だ と 思 っ て い た 自 分 の 世 界 は 他 の 方 と こ ん な に も 違 っ て い る と  

い う 事 に 気 づ か さ れ ， ど こ ま で の 説 明 が 必 要 な の か と い う 事 が 少 し 理  

解 で き た 気 が し ま し た 。  

・ 発 達 障 害 と は 何 か と い う と こ ろ で ， コ ミ ュ ニ ュ ケ ー シ ョ ン の 障 害 と い  

う 区 分 け に 違 和 感 が ず っ と あ っ た 。 そ ん な 違 和 感 を 言 語 化 し て く れ る  

よ う な 時 間 で あ っ た 。 障 害 の 定 義 に " 社 会 " と い う 不 確 か な 移 り 変 わ り  

や す い も の が 入 っ て い る の は 定 義 と し て は ゆ ら ぎ や す い も の で あ り ， 

社 会 が 生 み 出 し て い る 障 害 で も あ る と い う こ と を 意 識 し て い た い と

思 っ た 。  

・ 個 人 的 に も 非 常 に 興 味 が あ る 分 野 な の で ， と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

・ 綾 屋 さ ん の お 話 も 何 度 も 聞 き た い お 話 で す 。 基 本 的 に 何 度 で も お 聞 き  

し た い 部 分 と 発 展 し て い る 部 分 が あ っ て 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が う ま  

く い か な い 時 ， ど ち ら か に 障 害 が あ る の で は な く て ， そ の 間 に 感 覚 や  

い ろ い ろ な 障 壁 が あ る の だ と い う 考 え 方 は 本 当 に 大 切 だ と 思 い ま す 。  

こ の 考 え 方 は ， 当 事 者 を 貶 め な い ・ 尊 厳 を 傷 つ け な い ， 大 切 な 考 え 方  

だ し ， 大 切 な 言 葉 だ と 思 う の で ， 機 会 が あ れ ば で き る だ け 説 明 す る よ  

う に し て い ま す 。 あ り が た い で す 。  
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当 事 者 研 究 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

「 私 た ち の 困 り ご と を 研 究 す る 」 ＋ ク ロ ー ジ ン グ ミ ー テ ィ ン グ  

 

  

 

 

 

 

 

 

・ 普 段 聞 け な い 女 性 な ら で は の 苦 労 や 支 援 の 苦 労 な ど ， 様 々 な 角 度 か ら  

聞 け ま し た 。  

・ 楽 し か っ た で す 。 困 り ご と 研 究 も や っ て み た か っ た で す が ， 時 間 が な  

か っ た の が 残 念 で す 。  

・「 あ る あ る 」の 話 を 聴 い た り 話 し た り す る だ け で も 心 が 軽 く な り ま す し ， 

笑 い が 出 た り し て 楽 し く な り ま し た 。 こ う い っ た や り 取 り を 通 し て 言  

葉 に し て ， 橋 渡 し を し て い た だ け る の が あ り が た い で す 。 は る え さ ん  

の 「 ク リ ニ ッ ク で 週 に 1 回 や り ま す よ っ て い う も の で は な い 」 と い う  

言 葉 が 印 象 に 残 り ま し た 。  

・「 こ う あ ら ね ば な ら ぬ と 思 っ て い る 」 固 定 観 念 が 自 分 は 強 い と 感 じ た 。  

会 場 の 中 だ け で も こ の ２ 日 間 の 出 来 事 の 感 じ 方 が 違 い ， そ れ で も い い  

ん だ と 思 っ て 安 心 し ま し た 。 大 嶋 さ ん の 話 し 方 や 声 の ト ー ン が 安 心 し  

ま す 。  

・ 当 事 者 研 究 に つ い て ， 少 し で も 知 る こ と が で き ま し た 。 今 こ こ の 自 分  

が 感 じ て い る こ と を 言 葉 に し て み る と ， み ん な そ れ ぞ れ 感 じ て い る こ  

と が 違 っ て 楽 し い と 感 じ ま し た 。  

・ 女 性 の 困 り ご と 「 あ る あ る 」 で 楽 し か っ た 。 上 岡 さ ん が 一 人 一 人 を 尊  

重 し て く れ る よ う な 言 葉 が け を し て く れ て い て ， グ ル ー プ を 支 え て く  

れ て い る 姿 が と て も 参 考 に な っ た 。  
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・ 上 岡 さ ん の お 話 か ら ， 困 難 を 抱 え る 人 が 仲 間 と 共 に 語 る 言 葉 を 獲 得 し  

て い く 事 の 大 切 さ を 改 め て 考 え さ せ ら れ ま し た 。 当 事 者 が 失 敗 談 や ト  

ン チ ン カ ン な こ と を 安 心 し て 仲 間 と 共 有 で き る 場 が あ る こ と は ， 問 題  

を 解 決 す る こ と 以 上 に 大 事 だ と 感 じ て い ま す 。  

・「 男 の 苦 労 」「 女 の 苦 労 」 に つ い て ， 率 直 に 意 見 を 出 し 合 う の は と て も  

面 白 か っ た 。 し か し 一 方 で ， そ の 後 の 議 論 や 分 析 の 時 間 が 十 分 で な か  

っ た の で ， か え っ て 男 女 に ス テ レ オ タ イ プ の 確 認 を す る の み に 留 ま る  

可 能 性 も あ る と 感 じ た 。 個 人 的 に は ” ジ ェ ン ダ ー 規 範 に 気 づ く ” と い う  

段 階 の 一 歩 先 ， そ の 規 範 に 対 し て 支 援 者 は ど の よ う に 関 わ れ る か ， 解  

体 に 動 け る か ま で 進 み た か っ た の で ， 少 し 消 化 不 良 だ っ た 。  

・ た く さ ん の 意 見 が ， ど れ も 「 う ん う ん 」 と 頷 け る も の ば か り で ， 安 心  

感 が あ り ま し た 。  

・ 講 義 以 外 に も ， 食 事 の 時 間 ， お 部 屋 で の 時 間 ， 色 々 を 共 有 し て か ら の  

ミ ー テ ィ ン グ は 一 体 感 を 感 じ ま し た 。  

・ 皆 さ ん の 想 い を た く さ ん 聞 け て 嬉 し か っ た で す 。 会 場 と オ ン ラ イ ン と  

離 れ て い ま し た が ， 一 体 感 を 感 じ ら れ ま し た 。  

・ 当 事 者 研 究 ワ ー ク シ ョ ッ プ が で き な か っ た こ と は 残 念 だ っ た が ， 和 気  

藹 々 と し た 時 間 が 心 地 よ か っ た 。 暖 か い 場 だ っ た な と い う 実 感 が あ っ  

た 。 最 後 に は 帰 る の が 寂 し い な と い う 思 い が あ っ た 。  

・ ち ょ っ と 時 間 の 関 係 で シ ョ ー ト カ ッ ト さ れ た の で 残 念 で し た 。  

・ 他 の 方 の 発 言 を 聞 く こ と は 良 い で す ね 。 ミ ー テ ィ ン グ の 力 を 垣 間 見 ま  

し た 。 当 事 者 研 究 や っ て み た か っ た の で ， ど こ か で 機 会 を ま た 作 っ て  

く だ さ い ！ ！  名 残 惜 し か っ た で す 。  
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研 修 運 営 側 へ の 感 想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ つ な が っ て い る 感 じ が し ま し た 。  

・ 初 め て の 体 験 で し た が 良 か っ た で す 。  

・ 会 場 組 と オ ン ラ イ ン 組 の 扱 い 方 が 良 か っ た 。 オ ン ラ イ ン 側 に も 一 体 感  

が 生 ま れ た 。  

・ こ の よ う な 形 式 の 研 修 会 で ， オ ン ラ イ ン 参 加 が で き る だ け で あ り が た

か っ た で す 。 で す の で 対 面 参 加 者 が 優 先 で オ ン ラ イ ン は 「 お ま け 」 み

た い な 形 で 私 は 十 分 だ っ た の で す が ， 一 体 感 を 持 て る よ う す ご く 配 慮

し て く だ さ っ て 本 当 に 嬉 し か っ た で す 。 参 加 で き て よ か っ た で す 。  

・ 一 言 で 言 え ば ， と て も 楽 し か っ た で す 。 も っ と 時 間 が あ れ ば 良 い の に  

と 思 い ま し た 。 ジ ェ ン ダ ー の 話 に つ い て 拒 否 感 を 持 っ て い る 方 に も 抵  

抗 な く 取 り 組 み や す い 切 り 口 の ワ ー ク が 参 考 に な り ま し た 。  

・ 私 は 普 段 か ら オ ン ラ イ ン が 苦 手 な の で 会 場 と オ ン ラ イ ン と の 一 体 感 を

感 じ る の は 難 し か っ た 。 た だ ， オ ン ラ イ ン 参 加 の ハ ル エ さ ん や 綾 屋 さ

ん 等 の 話 は 面 白 く 普 通 に 違 和 感 な く 聞 く 事 が で き た 。  

・ オ ン ラ イ ン 参 加 者 の こ と を と て も 気 遣 っ て い た だ い た こ と が 感 じ ら れ  

ま し た 。会 場 の 雰 囲 気 も 伝 わ り ，一 緒 に 参 加 し て い る 気 持 ち に な っ た 。 

・ 対 面 参 加 者 を う ら や ま し く 思 い な が ら も ， 温 か な 雰 囲 気 が 伝 わ っ て 一  

体 感 が あ っ た 。 い ろ い ろ な 配 慮 に 感 謝 し て い る 。  

・ オ ン ラ イ ン 参 加 は 対 面 参 加 に 比 べ て ， 場 の 雰 囲 気 を 肌 で 感 じ ら れ な い  

寂 し さ は あ り ま し た が ， 一 体 感 が 持 て る よ う 配 慮 し て い た だ い て い る  
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の が 感 じ ら れ て ， と て も あ り が た か っ た で す 。 直 前 に z oom 入 室 し た  

た め ， 上 岡 さ ん の お 話 が あ ま り 聞 け な か っ た の で ， も っ と 早 く 入 っ て  

お 話 聞 き た か っ た と ち ょ っ と 後 悔 し ま し た 。 ス タ ッ フ や 講 師 の 丁 寧 な  

対 応 や 場 づ く り も ， 学 ぶ も の が 大 き か っ た で す 。  

・ オ ン ラ イ ン 参 加 者 へ の ケ ア が 充 実 し て い て と て も 有 意 義 だ っ た 。  

だ い た い こ の 手 の イ ベ ン ト は オ ン ラ イ ン は 二 の 次 に な る が ， そ う で は  

な く 素 晴 ら し か っ た 。  

・ 先 生 方 の ， こ な れ た 采 配 が ， と て も 心 地 よ い も の で し た 。  

・ 現 場 の ス タ ッ フ の 方 の 対 応 ， オ ン ラ イ ン の 方 々 を 配 慮 す る 進 行 の 方 の  

声 か け な ど 安 心 し た 運 営 に 感 じ ま し た 。  

・ ス タ ッ フ の み な さ ま の 抜 か り な い ご 用 意 ， 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま  

し た 。  

・ ス タ ッ フ の 皆 さ ん が と て も 一 所 懸 命 や っ て く だ さ っ て い て ， 快 適 に 過  

ご す こ と が で き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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研 修 全 体 の 感 想  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 普 段 気 づ か な か っ た こ と を 発 見 で き ， こ れ か ら の 参 考 に な り ま し た 。  

・ 色 ん な 方 と の 出 会 い も あ り ， ス タ ッ フ の 方 の 対 応 も 非 常 に よ か っ た で  

す 。 中 身 の 濃 い ， 楽 し い 研 修 で し た 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

・ 会 場 の 皆 さ ん か ら お 食 事 の こ と や ソ マ テ ィ ク ス の お 話 が 少 し お 聴 き で  

き て ， 想 像 す る だ け で い い 感 じ が し ま し た 。 講 師 の 先 生 方 や グ ル ー プ  

ワ ー ク に つ い て も ， ず っ と 心 が オ ー プ ン な 状 態 で い ら れ ま し た 。 あ り  

が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 宿 泊 と 食 事 3 回 つ き で こ の 参 加 費 で 良 い の か と 思 う ほ ど 充 実 し て い ま  

し た 。 コ ロ ナ 禍 で 外 出 や 会 食 も あ ま り な く 過 ご し て い た の に ， 当 日 あ  

っ た ば か り の 方 た ち と 食 事 し 相 部 屋 で 寝 る と か ， と て も 刺 激 的 だ っ た 。 

・ 講 義 以 外 の 時 間 に 参 加 者 の 方 々 と 話 す こ と も 勉 強 に な る こ と が 多 か っ  

た で す 。 お 菓 子 食 べ 放 題 も 嬉 し か っ た で す 。 準 備 や 片 付 け は 大 変 だ っ  

た と 思 い ま す 。 ス タ ッ フ の 皆 さ ま に 感 謝 い た し ま す 。 上 岡 陽 江 さ ん に  

直 接 お 会 い で き な か っ た こ と だ け が 心 残 り で す 。  

・研 修 に 参 加 で き て よ か っ た と 思 い ま す 。 そ れ ぞ れ の テ ー マ に つ い て 今  

後 自 分 で も 考 え て い く 課 題 を 与 え ら れ た よ う に 思 い ま し た 。  

・ オ ン ラ イ ン で は 全 部 の 参 加 が で き な か っ た こ と が 残 念 で す 。  

で も ，参 加 で き た プ ロ グ ラ ム は 非 常 に 満 足 で し た 。企 画 運 営 の 皆 さ ま ， 

本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 自 分 を 知 る こ と ， 社 会 の 問 題 は 社 会 に 返 す こ と ， そ の 両 方 が 必 要 で あ  

る こ と を 改 め て 確 認 し ま し た 。 そ し て ， そ れ は 一 筋 縄 で は い か な い こ  
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と も 。 時 間 的 に は ち ょ う ど 良 か っ た （ こ れ 以 上 は 難 し い … ） で す が ， 

も っ と 深 く 学 び た い ， 学 び 足 り な い 気 持 ち も あ り ま し た 。 次 回 も 是 非  

参 加 し た い で す ！  

・ 貴 重 な 研 修 の 機 会 に 感 謝 し ま す 。 遠 方 で あ る こ と か ら 参 加 を 悩 み ま し  

た が ， 現 場 に い た か ら こ そ の 気 づ き が 多 か っ た よ う に 思 い ま す 。 全 国

の 様 々 な 立 場 の 方 々 と 専 門 分 野 に つ い て こ の よ う な か た ち で 分 か ち

合 う 時 間 は ， 他 に は 類 が な く ， ま た 参 加 し た い と 思 い ま し た 。 繰 り 返

し に な り ま す が ，沢 山 の 感 動 を い た だ き ，生 ま れ て 初 め て「 生 き た い 」

と 感 じ る 事 が 出 来 た 夢 の よ う な 時 間 で し た 。 勉 強 さ せ て 頂 く つ も り で

参 加 さ せ て 頂 い た の に 嬉 し い 誤 算 で し た 。 大 げ さ に 聞 こ え る か も し れ

ま せ ん が ， 一 生 こ の 研 修 会 の 感 動 を 忘 れ る 事 は あ り ま せ ん 。  

・ 今 回 の 研 修 に は 依 存 症 の 支 援 者 が 多 く 参 加 し て い た が ， 支 援 者 の 中 で  

も 以 前 当 事 者 で あ っ た と い う 方 が 多 く い ら し た と い う こ と が 印 象 的  

だ っ た 。 支 援 者 と 当 事 者 を 分 断 し な い ， 当 事 者 の い な い と こ ろ で 当 事  

者 の こ と を 決 め な い と い っ た こ と が 支 援 の 現 場 で は 多 々 言 わ れ る が ，

実 際 に 実 現 で き て い る 支 援 の 場 は 少 な い 。 そ の 議 論 が 古 臭 い と 思 わ さ

れ る ほ ど ， 当 た り 前 に 当 事 者 と 支 援 者 が 混 ざ り 合 っ て い た 。 当 事 者 で

あ れ ば ， 当 事 者 す べ て の 気 持 ち が わ か る わ け で は な い が ， 支 援 者 が 知

識 と し て 得 た も の だ け で も 支 援 が で き る わ け で も な い 。 回 復 を し ， 暴

力 で の 傷 つ き ， 回 復 の 過 程 を 語 れ る 支 援 者 が 身 近 に い る と い う こ と は ，

こ の 現 場 の 強 み で あ る と い う こ と を 強 く 感 じ た 。 当 事 者 が 置 い て い か

れ な い 支 援 の 現 場 の 参 考 に し た い 。  

・ ま た 参 加 さ せ て い た だ き た い で す 。 貴 重 な 場 だ と 思 い ま す 。  

・知 ら な い 人 と 同 じ 部 屋 に 泊 ま る な ん て ，私 大 丈 夫 か ？  と 思 い な が ら も ， 

な ん だ か チ ャ レ ン ジ し よ う と い う 気 持 ち に な り 伺 い ま し た 。 遠 く ま で  

行 っ て よ か っ た ！ チ ャ レ ン ジ し て 良 か っ た ！ と つ く づ く 思 い ま し た 。  

一 泊 で サ ヨ ナ ラ す る の は ，名 残 惜 し か っ た で す 。 ま た ど こ か で お 会 い  

し た い で す ！  

・ ス タ ッ フ の 皆 様 ， 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 心 の 洗 濯 を さ せ て  

い た だ き ま し た 。  
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・ 急 な 用 事 に て 今 回 会 場 に 参 加 で き ず 残 念 で す 。 ま た ， 研 修 が あ れ ば 案  

内 を い た だ き た い で す 。  

・ 来 年 度 も 開 催 し て い た だ け る と 嬉 し い で す 。 対 面 で も ， オ ン ラ イ ン で  

も ま た 参 加 さ せ て い た だ き た い で す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

・ 宿 泊 の 部 屋 が 個 室 な ら 尚 良 か っ た と 思 い ま し た  

・ 次 回 の 開 催 が あ れ ば ， ぜ ひ 会 場 で リ ア ル 参 加 を し た い と 感 じ ま し た 。

そ れ く ら い ， オ ン ラ イ ン 参 加 で も 臨 場 感 が あ り ま し た 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。  

・ 今 後 も 継 続 し て い た だ け る と 嬉 し い で す 。（ 2 日 間 の 研 修 の 前 に 行 わ れ  

た ジ ェ ン ダ ー の 勉 強 会 で ）「 課 題 図 書 」が あ っ た の は ，大 変 で は あ り ま  

し た が ， 事 前 に ジ ェ ン ダ ー の 視 点 で み る 基 本 を 自 分 の ペ ー ス で 学 ぶ こ  

と が で き て ， よ り 充 実 し た 時 間 に な り ま し た 。 こ の よ う な 研 修 を 企 画  

し て い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 次 回 は 志 摩 ラ ボ の 皆 さ ん の 講 演 を 聞 き た い で す ！   

・ 私 に と っ て は ， い わ ゆ る ” 当 事 者 か ら 支 援 者 に な っ た 方 ” と 意 見 を 交 わ  

せ る こ と が と て も 楽 し か っ た 。 様 々 な 立 場 の 人 が 入 り 乱 れ る 場 は と て  

も 居 心 地 が 良 い の だ な と 思 っ た 。  

・ ま た ， お 誘 い を お 待 ち し て お り ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

・ 事 前 の 準 備 や ス タ ッ フ の チ ー ム ワ ー ク に 心 か ら 感 謝 し ま す 。  

・ こ の 度 は 参 加 さ せ て い た だ き 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 今 後 も 研  

修 に 参 加 さ せ て い た だ け た ら 幸 い で す 。  
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皆さまの声を参考に次回以降の研修を企画して参り

たいと思います。  

ご協力下さり，ありがとうございました。  

 

 

３ ． 今 後 ， 開 催 を 希 望 さ れ る 研 修 の テ ー マ や 内 容 （ 自 由 記 述 ）  

 

・ 個 々 の 事 例 を 聞 い て み た い 。  

・ 大 嶋 さ ん の 援 助 職 の た め の ジ ェ ン ダ ー 学 の 勉 強 会 （ ※ 本 研 修 の 前 に 約  

 ３ ヶ 月 間 計 ６ 回 開 催 ） が ， こ の 研 修 に 参 加 す る 上 で も よ か っ た 気 が し  

て い ま す 。 そ ち ら も ま た 開 催 し て い た だ き た い で す 。  

・ 発 達 障 害 の 特 性 を 持 つ 方 へ の 援 助 に つ い て 深 く 掘 り 下 げ て 欲 し い 。  

・ こ れ ま で の テ ー マ に つ い て 引 き 続 き 学 び た い 。「 人 権 」「 性 暴 力 ， ハ ラ  

ス メ ン ト 」「 当 事 者 研 究 の 実 践 」 …  自 分 で は 思 い つ か な い よ う な 視 点  

や テ ー マ で ， 色 ん な 立 場 の 方 た ち と 広 く 学 ん で み た い 。  

・ マ ジ ョ リ テ ィ 特 権 を 考 え る   

・ 支 援 者 と し て の 特 権   

・ 日 本 に お け る イ ン タ ー セ ク シ ョ ナ リ テ ィ と 支 援 を 考 え る   

・ L GBTQ に つ い て  

・回 復 の 中 で ，ど の タ イ ミ ン グ で 手 放 し て 行 く か が 常 に も ど か し い で す 。  

特 に 女 性 は ， そ の タ イ ミ ン グ が 難 し い と 感 じ て い ま す 。 ま た ， 男 性 利  

用 者 と の 関 わ り 方 や 男 性 ス タ ッ フ と の 距 離 感 な ど も 分 か ち 合 え た ら  

と 思 い ま す 。  

・ 依 存 症 と 女 性 ， 子 ど も ， 育 児 を 含 め た 内 容 も 興 味 深 い で す 。  

・ 支 援 者 の 当 事 者 研 究 や り た い で す ！ ！  
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参加者の感想文  
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男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 職 員  事 業 企 画 課   

樫 田  那 美 紀  

 

「 資 格 も 持 た ず ， 対 人 援 助 職 者 で も な い 私 が 参 加 し て 場 違 い に な ら な

い だ ろ う か ？ 」 と 不 安 を 抱 え て の 参 加 で し た 。 合 宿 の 冒 頭 ， 上 岡 陽 江 さ

ん か ら 出 さ れ た 自 己 紹 介 ワ ー ク の テ ー マ は ，「 あ な た の 好 き な 音 楽 」。各 々

の 回 答 に 盛 り 上 が る 中 で ， こ の 合 宿 は 肩 書 き を 飛 び 越 え て ， 私 と い う 個

人 と し て こ こ に い て 良 い の だ と 感 じ ， ほ っ と し た こ と を 覚 え て い ま す 。  

普 段 ，男 女 共 同 参 画 行 政 の 仕 事 に 従 事 す る 中 で ，「 私 た ち が 今 “ 女 性 ”と

呼 ん で い る 人 は 一 体 誰 な の だ ろ う ？ 」 と 疑 問 に 感 じ て い ま し た 。 私 た ち

が さ ら り と「 女 性 は 」と 口 に す る と き ，暗 黙 の う ち に「 あ る べ き 女 性 像 」

が 想 定 さ れ て い る 気 が す る 。 好 き な 音 楽 が バ ラ バ ラ で あ る よ う に ， 生 き

方 も 違 え ば ， 抱 え る 苦 し み だ っ て 違 う の に 「 あ る べ き 女 性 像 」 は そ れ ら

を 乱 暴 に 均 質 化 し て し ま い ま す 。 そ の こ と に 歯 痒 さ を 感 じ る 中 で 参 加 し

た 合 宿 で 特 に 印 象 的 だ っ た の は ， ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス の 五 十 公 野 理 恵 子 さ

ん の お 話 で し た 。 薬 物 依 存 当 事 者 と し て 入 所 し た 五 十 公 野 さ ん は ， ハ ウ

ス の い い と こ ろ と し て ，「 バ ッ ク レ て も 見 捨 て な い と こ ろ 」を 挙 げ て い ま

し た 。 誰 か が 決 め た 「 あ る べ き 回 復 者 像 」 の レ ー ル か ら 外 れ る こ と は ，

時 に 「 や め る 意 志 が な い 」 と み な さ れ ， そ の 場 か ら 排 除 さ れ か ね な い 。

し か し ハ ウ ス は ，何 が あ っ て も 一 人 に せ ず ，「 あ る べ き 回 復 者 像 」に 捉 わ

れ ず ， 曲 が り く ね っ て 遠 回 り し て い た と し て も ， そ の 人 自 身 の 道 を 肯 定

し て く れ る 。 私 が こ れ ま で 触 れ た こ と の な い 支 援 の 考 え 方 で あ る と 同 時

に ，「 そ ん な 関 係 ，私 も 欲 し い ！ 」と 心 か ら 感 じ ま し た 。あ る べ き 女 性 像

も ， あ る べ き 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 職 員 像 も ， 窮 屈 に 感 じ て い た 自 分 。

彼 女 が 求 め る も の と ， 私 が 求 め る も の は そ う 遠 く な い の で は な い か 。 大

き な 気 づ き で し た 。  

支 援 者 と 当 事 者 。 支 援 者 と 非 支 援 者 。 大 切 な 差 異 で あ る と 同 時 に ， 今

回 の 合 宿 で ， 私 の 中 の 様 々 な 線 引 き は ， 何 度 も 揺 さ ぶ ら れ ま し た 。 こ の

体 験 を 持 ち 帰 り ，私 の 現 場 で ，「 女 性 は 」の 中 に 含 ま れ る 線 を 疑 い ，動 か

し て い き た い で す 。  
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東 京 都 立 松 沢 病 院  精 神 保 健 福 祉 士      

神 山  奈 穂  

 

今 回 の 研 修 は 直 接 お 会 い し た い 先 生 方 の ご 講 義 が あ り ， 対 面 式 の 現 地

開 催 が 魅 力 で 申 し 込 み を 即 断 し た 。 ス ペ イ ン 風 の 素 敵 な 建 物 ， 志 摩 の 美

し い 海 に も 心 が 惹 か れ て い た 。 一 方 で ， 見 ず 知 ら ず の 人 と の 一 つ の 部 屋

で 宿 泊 す る こ と に 当 初 か な り 不 安 を 覚 え ，緊 張 し て い た の を 覚 え て い る 。 

 研 修 で は 現 地 と オ ン ラ イ ン で ミ ー テ ィ ン グ を つ な ぎ ， 少 し ず つ 交 流 を

重 ね て い っ た 。 夕 方 か ら は ， 全 員 で 食 事 の 準 備 を 行 い ， 北 海 道 と 三 重 の

美 味 し い 食 材 を 使 用 し た 夕 食 を い た だ い た 。 大 嶋 さ ん の 「 物 事 を 考 え る

準 備 が で き て い な い 状 態 の 時 に は ，食 べ る こ と に 取 り 組 ん で も ら う 」，「 過

去 に 思 い 出 を 持 っ て い な い 人 た ち と 新 し い 記 憶 を 作 っ て い く 」 と い う 言

葉 は ， あ の 楽 し く 豊 か な 夕 食 を 頂 き そ の 意 味 を 実 感 し た 。 夕 食 後 に 「 ソ

マ テ ィ ク ス 」 と い う エ ク サ サ イ ズ を 体 験 す る 頃 に は ， 人 ・ 空 間 に も す っ

か り 慣 れ て 心 身 と も に リ ラ ッ ク ス し た 自 身 が い る こ と に 気 づ い た 。  

 私 は 精 神 科 依 存 症 病 棟 で ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と し て 勤 務 し て 3 年 目 を

迎 え る 。 人 生 の ス テ ー ジ ご と に 女 性 な ら で は の 生 き づ ら さ が あ り ， 社 会

復 帰 に 無 関 係 で は な い と 考 え て い た 。 短 い 入 院 期 間 で で き る こ と は わ ず

か し か な く ，仕 事 の 限 界 を 感 じ る 日 々 で あ る 。五 十 公 野 さ ん の ご 講 義 で ，

し て ほ し い 支 援 と し て「 書 類 を 書 く の を 手 伝 っ て く れ る 」「 お 金 の 相 談 が

で き る 」 な ど が あ り ，「 根 っ こ を 変 え る の で は な く 日 々 の 生 活 を 変 え る 」

と い う 言 葉 が あ っ た 。 依 存 症 者 の 支 援 に 困 惑 す る 日 々 だ が ， 本 人 と 目 の

前 の 困 り ご と に 取 り 組 み ，そ れ を 積 み 重 ね て い く 以 外 無 い の だ と 思 っ た 。

そ の 際 依 存 症 者 が 辛 い 状 況 で 入 院 す る 病 院 と い う 場 所 だ か ら こ そ ， 今 回

私 が 実 感 し た ほ っ と で き る 空 間 や 雰 囲 気 が 土 台 に あ り ， 一 緒 に 生 活 を 紡

い で い く 作 業 が で き た ら と 考 え た 。  

 コ ロ ナ 禍 の 制 約 の 中 で ， 私 自 身 が 同 じ 支 援 者 と 想 い を 語 る こ と に 枯 渇

し て い た と 思 う 。 研 修 に よ り そ れ が 潤 い ， 仕 事 に よ り 前 向 き に な る 元 気

を い た だ け た 。 最 後 に ， 運 営 ス タ ッ フ の き め 細 か い 準 備 と 工 夫 に 心 か ら

感 謝 し た い 。  
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南 魚 沼 市 福 祉 事 務 所  査 察 指 導 員  

精 神 保 健 福 祉 士 ・ 社 会 福 祉 士  

髙 野  正 秀  

 

「 男 が 女 性 依 存 症 者 支 援 に つ い て 学 ぶ こ と ， つ な が る こ と の 意 味 」  

 本 研 修 の 情 報 を 見 つ け た 時 ， 即 座 に 受 講 を 決 断 し ま し た 。 理 由 は い く

つ か あ る の で す が ， 一 つ は 三 重 ダ ル ク ・ 志 摩 ラ ボ で 開 催 さ れ る こ と で し

た （ 今 回 で 今 年 ３ 回 目 ！ ）。「 ま た ラ ボ に 行 け る ！ 」 と ワ ク ワ ク し た の を

覚 え て い ま す 。  

 二 つ 目 は ， 現 在 も 女 性 依 存 症 者 の 支 援 を し て い る の で す が ， 男 性 が 支

援 す る こ と に つ い て 「 お 互 い の 」 不 安 を 感 じ て い た こ と で す 。  

 三 つ 目 は ， 新 た な 「 つ な が り 」 を 作 る こ と で す 。 私 の 考 え る 「 つ な が

り 」 と は ， 例 え ば ， 講 義 を 聞 い て 名 刺 交 換 を し た と か ， 話 を し た こ と が

あ る ，と い っ た レ ベ ル で は あ り ま せ ん 。直 接 出 向 い て ，自 分 の 目 で 見 て ，

理 念 や 実 際 の 運 用 を 教 わ っ て ， こ ち ら の 姿 勢 や 考 え も 聞 い て も ら っ て ，

自 分 の 五 感 で 確 認 し て き た も の と し て 「 自 信 を 持 っ て ク ラ イ エ ン ト に 説

明 で き る 」 こ と で す 。 私 た ち の 支 援 に は ， 時 に ク ラ イ エ ン ト の 人 生 が か

か り ま す 。 ク ラ イ エ ン ト 自 身 が 「 大 切 に し て も ら え る 」 と 感 じ ， 納 得 し

て 選 択 で き る 情 報 提 供 が で き る ， そ う い う 「 仲 間 」 を 増 や し て い き た い

と 思 っ て い ま す 。  

さ て ，「 性 別 制 限 が な い 」こ と を 確 認 し て 申 し 込 み ，勇 ん で 到 着 し た 志

摩 ラ ボ 受 付 で 部 屋 割 り を 見 る と ， な ぜ か 私 だ け 一 人 部 屋 。 他 の 参 加 者 に

は ６ 人 一 部 屋 の 人 も い ま す 。 一 瞬 の フ リ ー ズ 後 ， 男 は 私 一 人 で あ る こ と

を 悟 り ま し た 。「 や っ ち ま っ た ！ 」， 受 付 の 方 は 「 問 題 あ り ま せ ん 」 と の

こ と で す が ， 罪 悪 感 で い っ ぱ い に な り ま し た 。  

 女 性 に 囲 ま れ る 環 境 に は 慣 れ て い ま す が ， 研 修 が 始 ま っ て も や は り ス

タ ッ フ の 方 以 外 男 は 私 だ け で す 。 し か し そ の 中 で ， 大 嶋 栄 子 さ ん が 感 慨

深 そ う に 掛 け て く れ た 「 遂 に こ の 研 修 に 男 性 が 参 加 し て く れ る よ う に な

っ た か ～ 」 と い う 一 言 に 救 わ れ ま し た 。 そ う は い っ て も シ ュ ー ル な 状 況

は 続 き ，み な さ ん に た く さ ん 気 を 遣 っ て も ら い（ 遣 わ せ ），無 事 に 研 修 が
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終 了 し ま し た 。  

依 存 症 に 限 ら ず ジ ェ ン ダ ー 問 題 を 考 え る 時 ， こ れ が こ の 国 の 現 状 な の

だ と 思 い ま す 。 し か し ， こ の 研 修 は 「 男 こ そ 受 け る べ き 」 だ と 思 い ま し

た 。今 回 は そ こ ま で 考 え て の 行 動 で は あ り ま せ ん で し た が ，現 状 を 変 え ，

そ れ が 当 た り 前 に な る 日 が 少 し で も 近 く な る よ う ， こ れ か ら も 考 え て 行

動 し て い き た い と 思 い ま す 。  

最 後 に な り ま す が ， ２ 日 間 お 気 遣 い く だ さ っ た ス タ ッ フ と 参 加 者 の 皆

さ ん ， 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 い つ か 札 幌 ， 東 京 を は じ め 皆 さ

ん の と こ ろ に も お 邪 魔 し た い と 思 い ま す 。 そ の 際 は よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。  
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カ ウ ン セ リ ン グ ス ペ ー ス ひ な た 猫  

臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師  

中 島  薫  

 

女 性 依 存 症 者 の 支 援 者 と し て ，時 に 友 人 と し て 関 わ り 始 め て か ら 16 年

に な り ま す が ， 幸 い そ の ス タ ー ト が 依 存 症 治 療 拠 点 の 医 療 機 関 だ っ た こ

と も あ り ， 最 初 か ら 今 回 の 研 修 講 師 の 一 人 で あ る 上 岡 陽 江 さ ん の 当 事 者

研 究 の お 話 を お 聴 き す る こ と が で き ，大 嶋 栄 子 先 生 と の ご 共 著 で あ る「 そ

の 後 の 不 自 由 」 を 頼 り に や っ て き ま し た 。 あ ま り そ の よ う な 仲 間 に 出 会

う 機 会 が な い 中 ，今 回 の 研 修 会 は 私 に と っ て 学 び の 機 会 で あ る と 同 時 に ，

そ れ ぞ れ の 現 場 で 頑 張 っ て い る 少 数 派 で あ る 私 達 が 感 知 し 合 い ， そ の 存

在 に 慰 め ら れ 勇 気 づ け ら れ る よ う な 時 間 で あ っ た と 感 じ ま す 。   

 今 回 の 研 修 は ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 と い う こ と で ， 会 場 参 加 の 方 々 は 「 食

と リ カ バ リ ー 」「 ソ マ テ ィ ク ス 」の 時 間 に さ ら に 癒 し と エ ン パ ワ メ ン ト を

強 く 感 じ ら れ た と 思 い ま す が ， オ ン ラ イ ン 参 加 者 も 場 の 空 気 感 を 共 有 で

き る よ う に と 様 々 な 配 慮 を い た だ き ， 自 分 が 輪 の 中 に い る と 感 じ る こ と

が で き ま し た 。 そ し て そ の 輪 の 中 に は ， 女 性 も 男 性 も そ れ ぞ れ の 生 き づ

ら さ を 抱 え な が ら そ こ に い て ， 講 師 の 先 生 方 も 参 加 者 も そ れ ぞ れ の 現 場

で 今 を 模 索 す る 中 で 得 た 経 験 を 受 け 渡 し 受 け 取 り な が ら そ こ に い て ， 支

援 者 や 当 事 者 の 境 目 な く 共 に 尊 敬 と 尊 重 の 思 い で そ こ に い ら れ た よ う に

思 い ま す 。 困 っ て い る 女 性 依 存 症 者 へ の 支 援 の 中 で ， こ の 「 輪 の 中 に い

る 」 感 覚 を 持 っ て も ら え る よ う な 関 わ り が き っ と 役 に 立 つ ， そ れ を 自 分

の 体 を 通 し て 教 わ る こ と が で き ま し た 。   

援 助 に 必 要 な 知 識 や 技 術 を 学 び ， 事 例 検 討 で 視 野 を 広 げ る 研 修 も 私 達

に は 必 要 で す が ， そ れ と 共 に 支 援 の 土 台 と な る ， そ の 人 に ど う 向 き 合 う

か と い う 姿 勢 を 講 師 の 先 生 方 か ら 学 び ， 支 え ら れ る こ と の 一 つ の モ デ ル

を こ の 研 修 会 全 体 を 通 じ て 経 験 さ せ て い た だ き ま し た 。  

研 修 会 開 催 に 関 わ る 全 て の 方 々 と 参 加 者 の 皆 様 に 心 か ら 感 謝 い た し

ま す 。  
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救 護 施 設 ホ ー リ ー ホ ー ム   

森  渚  

 

研 修 を 振 り 返 っ て ， 今 思 い 出 す の は 全 国 か ら の 参 加 者 の 方 々 が 持 ち 寄

っ て く だ さ っ た テ ー ブ ル い っ ぱ い の 各 地 の お 菓 子 ， リ カ バ リ ー ， 三 重 ダ

ル ク の 皆 さ ま が 趣 向 を 凝 ら し て 作 っ て く だ さ っ た 数 々 の お 料 理 ，そ し て ，

食 べ る こ と を 通 し て 参 加 者 の 方 々 と お し ゃ べ り を し た こ と で す 。 と に か

く “ う ま い も の に あ ふ れ た 研 研 修 ” ， こ れ が 私 の 記 憶 で す 。 ま さ し く 大 嶋

さ ん が 講 義 で お っ し ゃ っ て い た「 お い し い を 覚 え る 」「 身 体 で 新 し い こ と

を 記 憶 し て い く 」 と い う こ と の 事 例 が ま た 一 つ 出 来 上 が り ま し た ！  

「 ア デ ィ ク シ ョ ン と は 何 か に 深 く 没 頭 す る こ と で あ り ， 依 存 物 質 の 使

用 に 没 頭 す る 中 で 日 々 の 生 活 の 様 々 な 活 動 が お ざ な り に な る 。」依 存 症 支

援 に 関 わ る よ う に な っ て 以 降 ， 公 私 と も に 依 存 症 の 問 題 を 抱 え る 人 た ち

と 多 く の 時 間 を い っ し ょ に 過 ご し て き ま し た 。 私 は こ れ ま で 何 度 も 彼 ／

彼 女 ら の（ 偏 り は あ る も の の ）ク ス リ に 関 す る 豊 富 な 知 識 に 感 銘 を 受 け ，

彼 ／ 彼 女 ら の 経 験 し て き た ， 私 に と っ て の “ 非 日 常 ” の 話 に 興 味 を そ そ ら

れ て き ま し た 。 し か し ， そ の 一 方 で ， 喫 茶 店 で お し ゃ べ り を す る ， レ ス

ト ラ ン で オ ー ガ ニ ッ ク 野 菜 を 食 べ て み る ( 感 想 は 「 別 に ふ つ う の 野 菜 や

ん 」) ，エ ス テ に 行 っ て み る ，誕 生 日 に ケ ー キ の ロ ウ ソ ク を 消 し て 食 べ る ，

電 車 で で か け る な ど ， 私 が な ん と な く や っ て き た 日 常 の 一 コ マ は 彼 ／ 彼

女 ら に と っ て は “ 非 日 常 ” で あ る と い う こ と を よ く 感 じ ま す 。  

今 回 の 研 修 で は ， “ 断 薬 ” “ ク リ ー ン ” と い う 依 存 症 の 回 復 定 番 ワ ー ド が

ほ と ん ど 聞 か れ ず ， そ れ に 代 わ っ て 「 止 ま る は 後 か ら つ い て く る 」 と い

う 言 葉 が 聞 か れ ま し た 。 “ 断 薬 ” “ ク リ ー ン ” な 生 活 を 始 め て み た も の の ，

一 体 何 を す れ ば よ い か 。 何 か 新 し い こ と を 始 め る 為 に は ， あ る 程 度 の 経

験 や 情 報 が な け れ ば イ メ ー ジ す る こ と す ら 難 し い こ と は 容 易 に 想 像 が つ

き ま す 。 も ち ろ ん 当 事 者 が 依 存 物 質 の 使 用 を “ 止 め て い る ” こ と を 忘 れ て

し ま う こ と は 大 変 危 険 な こ と の よ う に 思 い ま す 。 し か し ， わ た し た ち 支

援 者 は 当 事 者 が “ 止 め て い る ” こ と を 忘 れ て し ま う よ う な 身 体 で 覚 え る 記

憶 を 作 れ る 環 境 を 提 案 し て い く こ と で ，「 そ う い え ば 止 ま っ て る 」と な る
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こ と が 本 当 に 理 想 的 で あ る と 思 い ま す 。  

今 回 の 研 修 は 私 に と っ て ， 日 々 の 依 存 症 者 と の 関 わ り を 言 語 化 し て い

た だ い た 時 間 で あ り ， こ れ ま で 私 た ち が 行 っ て き た 依 存 症 支 援 の 振 り 返

り ， そ し て 必 要 な 関 わ り 方 を 整 理 整 頓 す る 場 と な り ま し た 。 コ ロ ナ ウ ィ

ル ス 蔓 延 に よ り ， 長 ら く 依 存 症 支 援 に 関 す る 情 報 を ア ッ プ デ ー ト し て い

な か っ た 鈍 っ た 私 に と っ て ， 地 中 海 の 保 養 地 の よ う な 素 敵 な 志 摩 LABO

と い う 場 で ， 頭 ， 胃 袋 ， 体 を 終 始 フ ル 稼 働 し た 研 修 は ， 現 在 の 依 存 症 支

援 の あ り 方 を 肌 で 感 じ る こ と の で き る 機 会 と な り ま し た 。  
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ワ ー カ ー ズ ホ ー ム  生 活 支 援 員   

横 山  明 子  

 

現 在 ， 就 労 継 続 支 援 B 型 事 業 所 に て さ ま ざ ま な 生 き づ ら さ を 抱 え た

方 々 と 共 に 仕 事 を し て お り ま す が ， 特 に 発 達 障 害 の 特 性 を 持 つ 女 性 の 依

存 症 の 方 の 支 援 は 困 難 に 直 面 す る こ と が 多 く ， 今 回 の 研 修 に 参 加 さ せ て

い た だ き ま し た 。  

研 修 で は ， 女 性 依 存 症 者 の 直 面 す る 困 難 や 被 害 に つ い て も 学 び 直 し ，

ど ん な 支 援 が 必 要 な の か も 立 体 的 な 理 解 が 少 し 進 ん だ よ う に 思 い ま す 。

ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス の 取 り 組 み は 毎 回 感 銘 を 受 け ， 講 師 の 綾 屋 さ ん の 講 義

で は ， 日 々 対 面 し て い る 利 用 者 さ ん の こ と を 思 い な が ら 話 を 聞 か せ て い

た だ き ， 多 く の 気 づ き が あ り ま し た 。 研 修 後 は ， 改 め て 『 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 障 害 』 を 発 達 障 害 の 特 性 を 持 つ 方 だ け に 押 し 付 け る こ と の な い よ

う 意 識 し ， お 互 い の 理 解 が 深 ま り ， す れ 違 い を 少 な く し て い け る よ う 努

め ， そ の 方 に と っ て 丁 度 良 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の デ ザ イ ン を 見 つ け て

い け る よ う 少 し ず つ 利 用 者 さ ん と 共 に 模 索 を 始 め て お り ま す 。  

ま た ， 研 修 中 に 彩 り も 豊 か で 大 変 美 味 し い 夕 食 も 頂 き ， 私 自 身 の 身 体

が 喜 ん で い る よ う な 感 覚 も 持 つ 事 が で き ま し た 。「 食 べ る こ と は ケ ア に 繋

が る 」 と い う ワ ー ド を 大 嶋 さ ん か ら 聞 き ， 私 は コ ロ ナ 禍 で 諦 め て い た 部

分 も あ り ま し た が ， 食 べ る こ と を 通 し て の 支 援 の あ り 方 を 再 度 模 索 し て

い こ う と い う 勇 気 を 持 つ 事 が で き ま し た 。 先 日 ， 畑 で 採 れ た 島 バ ナ ナ を

使 い マ フ ィ ン を 焼 き 上 げ 利 用 者 さ ん に 食 べ て い た だ き ま し た が ， 予 想 を

上 回 る 満 面 の 笑 み を み る 事 が で き ま し た 。 そ し て ， 支 援 者 も 身 体 を リ ラ

ッ ク ス さ せ る こ と ， 分 か ち 合 う こ と の 大 切 さ な ど も 体 験 で き ， 私 自 身 が

エ ネ ル ギ ー を 頂 き ， 優 し い 気 持 ち に さ せ て 頂 い た こ と に も 大 変 感 謝 し て

お り ま す 。  

こ の 研 修 を 通 し て ， 私 に 起 こ っ た 温 か い 変 化 が 利 用 者 さ ん に 波 及 し て

い く こ と を 願 い つ つ ， こ れ か ら も ゆ っ く り 進 ん で い き た い と 思 い ま す 。   

貴 重 な 研 修 を 企 画 し て い た だ き 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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講  師  略  歴  
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（ 五 十 音 順 に 掲 載 ）  

 

〇 綾 屋  紗 月 （ あ や や ・ さ つ き ）  

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 当 事 者 。  

東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー 特 任 講 師 。  

外 側 か ら は 見 え に く い 経 験 を 内 側 か ら 記 述 し ， 仲 間 と 共 に 自 ら の メ カ  

ニ ズ ム を 探 っ て い く 「 当 事 者 研 究 」 と そ の 研 究 に 長 年 取 り 組 む 。 最 近 は

当 事 者 と ア カ デ ミ ア の 共 同 研 究 の た め の 課 題 に つ い て も 検 討 し て い る 。   

著 書 に 『 発 達 障 害 当 事 者 研 究 』『 増 補  前 略 ， 離 婚 を 決 め ま し た 』『 つ

な が り の 作 法 』『 ソ ー シ ャ ル ・ マ ジ ョ リ テ ィ 研 究 』 な ど が あ る 。  

 

 

○ 大 嶋 栄 子 （ お お し ま ・ え い こ ）  

 特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー 代 表 。  

国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ ン タ ー 精 神 保 健 研 究 所 客 員 研 究 員 。  

 北 星 学 園 大 学 大 学 院  社 会 福 祉 学 研 究 科  博 士 後 期 課 程 満 期 単 位 取 得 退

学 。 博 士 ( 社 会 福 祉 学 ) 。 精 神 科 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー を 経 て ， 2002 年 に さ

ま ざ ま な 被 害 体 験 を 背 景 に も つ 女 性 の 支 援 を 行 な う 「 そ れ い ゆ 」 を 立 ち

上 げ る 。2004 年 ，特 定 非 営 利 活 動 法 人 リ カ バ リ ー と し て 認 証 さ れ ，現 在

４ カ 所 の 施 設 を 運 営 。  

 著 書 に『 生 き 延 び る た め の ア デ ィ ク シ ョ ン 』( 金 剛 出 版 ) ，『 ジ ェ ン ダ ー

か ら ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー を 問 う 』( 須 藤 八 千 代・横 山 登 志 子 と の 共 編 著 ) ，

『 そ の 後 の 不 自 由 －「 嵐 」の あ と を 生 き る 人 た ち 』( 上 岡 陽 江 と の 共 著〔 医

学 書 院 〕 ) ，『 嵐 の 後 を 生 き る 人 た ち 』（ か り ん 舎 ） な ど 。 フ ェ ミ ニ ス ト ・

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク に つ い て 実 践 と 研 究 を 行 っ て い る 。  
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○ 上 岡 陽 江 （ か み お か ・ は る え ）  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス 代 表 。  

ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 東 京 共 同 代 表 。  

子 ど も の こ ろ か ら 重 度 の ぜ ん そ く が あ り ， 小 学 校 6 年 か ら 中 学 3 年 ま

で 入 院 生 活 を 送 る 中 で 処 方 薬 依 存 と 摂 食 障 害 を 発 症 。19 歳 以 降 ，ア ル コ

ー ル 依 存 症 を 併 発 ，26 歳 に し て よ う や く 回 復 プ ロ グ ラ ム を 持 つ 施 設「 マ

ッ ク 」 に つ な が る 。 1991 年 に 友 人 と と も に ， 薬 物 ・ ア ル コ ー ル 依 存 を も

つ 女 性 を サ ポ ー ト す る 「 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス 」 を 設 立 ， 現 在 に 至 る 。  

共 著 書 に『 虐 待 と い う 迷 宮 』( 春 秋 社 )，『 Don ’ t  you ？ ～ 私 も だ よ ～ か

ら だ の こ と を 話 し て み ま し た 』（ N PO 法 人 ダ ル ク 女 性 ハ ウ ス ），『 そ の 後

の 不 自 由 － 「 嵐 」 の あ と を 生 き る 人 た ち 』 ( 医 学 書 院 「 ケ ア を ひ ら く 」 )

が あ る 。  

 

 

○ 古 藤 吾 郎 （ こ と う ・ ご ろ う ）  

日 本 薬 物 政 策 ア ド ボ カ シ ー ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 長 。  

ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 東 京 共 同 代 表 。  

2005 年 コ ロ ン ビ ア 大 学 大 学 院 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 修 士 課 程 修 了 。現 地 で

ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン NGO に て イ ン タ ー ン と し て 勤 務 。2008 年 よ り N PO

法 人 ア パ リ に て ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン に 基 づ く 活 動 を 開 始 。  

2015 年 ，上 岡 陽 江 と と も に 日 本 薬 物 政 策 ア ド ボ カ シ ー ネ ッ ト ワ ー ク を

立 ち 上 げ る 。 国 際 的 な 連 携 を 通 し て ， 個 人 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 健 康 と 安 全

を 基 盤 と し た 薬 物 政 策 の 発 展 を 目 指 す 。  

 2021 年 ，ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン 東 京 を 創 設 し ，誰 で も ク ス リ ・ 薬 物 の 使

用 に つ い て 安 心 し て 話 せ る 場 を 運 営 し て い る 。  

 共 著 書 に ，『 ハ ー ム リ ダ ク シ ョ ン と は 何 か  -  薬 物 問 題 に 対 す る ， あ る

ひ と つ の 社 会 的 選 択 』（ 中 外 医 学 社 ） な ど が あ る 。  
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○ 平 澤 昌 子 （ ひ ら さ わ ・ ま さ こ ）  

 公 認 ハ ン ナ ・ ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ デ ュ ケ イ タ ー 。  

心 理 学 博 士 。 臨 床 心 理 士 。 公 認 心 理 師 。  

心 理 学 を 学 ぶ た め に 米 国 に 留 学 。 ヨ ガ や ハ コ ミ セ ラ ピ ー に 出 会 い ， 心

だ け で な く ，身 体 に 焦 点 を 当 て る 手 法 を 学 ぶ 。2008 年 に ハ ン ナ ・ ソ マ テ

ィ ク ス ・ ト レ ー ニ ン グ を 修 了 し ， 公 認 ハ ン ナ ・ ソ マ テ ィ ッ ク ・ エ デ ュ ケ

イ タ ー と な る 。201 1 年 に は ，ト ー マ ス ・ ハ ン ナ が 設 立 者 の ひ と り で あ る

米 国 の セ イ ブ ル ッ ク 大 学 院 に て ， 心 理 学 博 士 号 を 取 得 。 専 門 は ソ マ テ ィ

ク ス と メ ン タ ル ヘ ル ス 。  

こ れ ま で ソ マ テ ィ ク ス の 個 人 セ ッ シ ョ ン や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 う ほ

か ， 医 療 や 教 育 の 分 野 で 心 理 士 と し て 活 動 す る か た わ ら ， 札 幌 市 内 の リ

カ バ リ ー 施 設 な ど で 精 神 疾 患 を 抱 え る 人 の ソ マ テ ィ ク ス の グ ル ー プ レ ッ

ス ン を 行 っ て き た 。2012 年 か ら は ，米 国 で 行 わ れ て い る ハ ン ナ ・ ソ マ テ

ィ ク ス の ト レ ー ニ ン グ に ア シ ス タ ン ト と し て 参 加 し て い る 。  

 著 書 に 『 自 己 調 整 力 を 高 め る ボ デ ィ ワ ー ク  身 体 感 覚 を 取 り 戻 す  ハ ン

ナ ・ ソ マ テ ィ ク ス 』（ BAB ジ ャ パ ン ) が あ る 。  
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厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 度 依 存 症 民 間 団 体 支 援 事 業 」  

“Women Centered  Care”  
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